
あらゆる教科での コ ンピ ュ ー タネ ッ トワ ー クの活用のために

東京学芸大学教育学部附属高等学校教育工 学委員会

遠藤 信也 ･ 佐久間俊輔 ･ 鈴木 仁也 ･

安井 崇
･ 吉野 聡 ･ 大谷 晋

川角 博 ･ 坂井 英夫 ･ 滝揮 政彦 ･ 田 中 義洋 ･ 田中 正雄 ･ 荒井
一 浩

菅野 晃 ･ 林 正太 ･ 酒井や よ い ･ 遠藤真紀子

( 委員外 で の 協力 : 松本至臣, 宮城政昭)

はじめ に

1 . 東京学芸大学附属高等学校に お ける情報教育の 実践

1 . 1 情報教育の 実践の 経緯

1 . 2 現在 の 本校内ネ ッ ト ワ
ー ク の 概要

2 . ミ レ ニ ア ム ･ プ ロ ジ ェ ク ト ｢ 教育 の情報化｣ に み る2 1 世紀 の学校環境と子 どもた ち

2 . 1 ミ レ ニ ア ム ･ プ ロ ジ ェ ク ト ｢ 教育 の 情報化｣ とは

2 . 2 ｢ 教育情報化｣ をうけて

3 . あらゆる教科で の コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ ト ワ

ー ク活用の た めに

3 . 1 各教科 で の コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ トワ

ー ク の 活用例示

3 . 2 教科 で の コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 活用支援の ため に

3 . 3 今後 の 教科教育の た め の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク環境

4 . 教科数育と情報教育の 関連

4 . 1 教育 の情報化に よ っ て 目指す べ き目標

4 . 2 各教科 ( 科目) か らの デ ジタ ル コ ン テ ン ツ 提案

5 . お わりに

東 京学芸 大学 附属 学校 研究 紀要 第 2 8 集

= ililn ニ

= 1 2 0



あらゆる教科での コ ンピ ュ ー タネ ッ トワ
ー クの活用のために

東京学芸大学教育学部附属高等学校教育工 学委員会

遠藤 信也 ･ 佐久間俊輔 ･ 鈴木 仁也 ･ 安井 崇 ･ 吉野 聡 ･ 大谷 晋

川角 博 ･ 坂井 英夫 ･ 滝津 政彦 ･ 田 中 義洋 ･ 田中 正雄 ･ 荒井
一 浩

菅野 晃 ･ 林 正太 ･ 酒井や よ い ･ 遠藤真紀子

( 委員外 で の 協力 : 松本重臣, 宮城政昭)

< 要 約 >

本校 で の コ ン ピ ュ
ー タネ ッ ト ワ

ー ク の 教育利用研究 も7 年目に入 っ た ｡ 当初か ら研究して
■
い た教育利用方法が

校内利用 にとどま る ことが 多か っ た の は
, 他校とを っ なぐネ ッ ト ワ

ー ク の速度の 問題か らと い うの が実状 で ある 0

ミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ ク トで 提示されたような環境が2 00 5 年 に は公立学校に整備される と, セ キ ュ リテ ィ ー 等, 新

たな問題が学校間に生 じる こ と に な ろう｡ 本校 の 実践経験か ら, 今後 の 現実的か つ 理想的環境整備の方向を提示

し , あらゆ る教科 で必要とされる で あろう , デ ジ タ ル教科に つ い て提案する ｡

< キ
- ワ ー

ド>

教育 の 情報化 ,
デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ , 高速ネ ッ ト ワ

ー

ク ,
コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー

, 環境整備 ,
あ らゆ る教科

で の 活用 , 情報教育

は じ め に

I T と い う言葉 の定着とともに , 何 が変わ っ て い く の で あろうか ｡ 学校現場で もイ ン タ ー ネ ッ トの 導入ととも

に授業風景が 変わり つ つ ある ｡ 新教育課程か ら, 普通教科 ｢ 情報｣ が高等学校で は必修とな るが , そ の ような教

育内容の 変化だけで はな い o ま た ,
生徒に よ っ て展開される コ ン ピ ュ

ー

タ を使 っ た主体的な活動だけで もな い ｡

本稿で重要視するの は各教科の 今まで の授業に お い て ,
よ り生徒の 学習活動を効果的に展開で きるようなデ ジタ

ル コ ン テ ン ツ の 内容と , そ れが有効 に使われる で あろう環境に つ い て の 提案で ある ｡ コ ン ピ ュ ー

タ の 学校 へ の 整

備は1 0 年 ほど前か ら積極的に進 め られて きた｡ 実際, 本校にも2 4 台の 生徒用 コ ン ピ ュ
ー タ が コ ン ピ ュ ー タ教室に

整備された ｡ しか し, 年 に 2 - 3 回しか利用されない 教室で コ ン ピ ュ ー タ は活用されず, 扱 い に詳しい 教員の み

が 出入りをする部屋とな っ て しま っ た ｡ ど こ の 学校 で もみ られ るような光景で あるが ,
こ の 数年間で 本校もどう

に か そ の ような状況か ら脱し , 教科 ｢ 情報｣ を試行するに 至 っ た ｡ 第
一

章 で は こ れま で の 本校の 実践を簡単にま

とめ る こ とに より, こ れか ら本校に必要なデジ タ ル コ ン テ ン ツ と環境が ど の ようなもの か を明確にする ｡ 第 二 章

で は, 政府が公立学校 へ の 情報関連機器及び環境 の 整備を提示したミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ クト ｢ 教育 の情報化｣ 報

告をもとに , 学校環境 の 変化とデジタル コ ン テ ン ツ の 必要性を明確に する ｡ 第三 章 で は , 本校における各教科で

の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク活用の 現状や 今後デジタル コ ン テ ン ツ が 自由に や りとりされる環境が ど の ようなも

の か , 岡山県と世 田谷区の 具体例の 紹介を扱う｡ 第四章で は, 情報化に対応 した各教科教育 で活用されるデジタ

ル コ ン テ ン ツ を公教育現場か ら提案する ｡

本稿 の 中 で は ｢ 情報化｣ と ｢ 情報教育｣ とい う言葉が数多く使われ るが , 以下 の ように ご理解い ただきた い ｡

｢ 情報化｣ とは , 情報産業の 発展や情報の 氾温とそれに伴う生活その もの , 考 え方等の 変化をさ し, 学校現場

におい て は環境の 変化が も っ とも大きい と考え る ｡ ｢ 情報教育｣ と は社会の ｢ 情報化｣ を受け, 学校 におい で情

報リテ ラ シ
ー を育成し て いく こ とをさし , 必ずしも教科 ｢情報｣ .を特定するもの では な い ｡
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1 . 東京学芸大学附属高等学校における情報教育の実践

1 . 1 情報教育実践の 経緯

前章で は , 行政主体で 進め られ る情報化に つ い て とらえ たが ,
こ こ で は本校の 実践報告を例 として , 学校主体

で進め て い る学校現場の ｢ 情報化｣ をとらえ てみ る ｡

･ 本校 へ の イ ン タ
ー ネ ッ ト導入期 (19 9 5

- 9 6)

本校は平成 7
･ 8 年度とN TT の マ ル チ メ ディ ア教育活用プ ロ ジ ェ ク ト の

一

校 とし て ､ ア メ リカ の グ ロ
ー バ ル ス ク

ー ル ハ ウ ス プ ロ ジ ェ ク トとも連携 ｡ 当時ネ ッ トワ
ー ク へ の 接続が簡単な上, 操作も楽なM a ci n t o s h を 5 台 とサ ー バ

ー を設置 ｡ C u-S e e m e と い うテ レ ビ会議 シ ス テ ム の 利用が実験の 中心に あ っ た こ とか ら, 1 .
甜b p s 専用回線の 接続に

よ る恵まれた環境 で イ ン タ
ー ネ ッ トと い うもの に 入 っ て い く こ とが できた ｡ ネ ッ ト ワ

ー

ク の 管理と教育利用研究

は
, 教育工 学委員会とい う分掌で担当す る事とな っ た ｡ 5 台 の 端末は , 地学 , 美術 , 物 理 , 地歴 , 英語 の 各研究

室 に設置｡
-

カ所 に 設置して , 誰 かが集中して 管理 をするの で は なく, まずは で きるだけ多くの 教員が イ ンタ
ー

ネ ッ トに触れ る ことを重視した ｡ 生徒 には研究室内で 利用をさせ , 授業で の利用の 可能性 と, 生徒に 利用 させ る

上 で の 問題点を模索 した ｡ そ の 後, 徐 々 に 端末を増や し, ネ ッ ト ワ
ー ク を延長 し, 生徒が 自由に使え る環境を用

意 しなが ら , 全 て の 研究室 へ の 端末の 設置を目指 した ｡ ネ ッ ト ワ
ー ク は手作りで ある｡ ⅢP の 開設に始ま り, 遠隔

授業, E- m a il に よ る外国との 交流等 , 教員主体の イ ンタ
ー ネ ッ ト利用 に生徒をどん どん巻き込ん で い く形で数多

くの 実験的な授業を行 っ た ｡

･ マ ル チメ ディ ア の 教科利用模索期 (19 9 7
- 9 8)

平成 9 年度以降の 回線は ,

一 時学術情報セ ンタ
ー 経由を選択した もの の ,

デ ー タ の転送速度の 問題か ら ,
O CⅣに

変更｡ また , 授業 で の 必要性か ら, 全生徒に電子メ
ー ル の ア カウ ン トを発行｡ 全職員に も発行した ｡ そ の ような

環境整備と並行して , 各教科で の ネ ッ ト ワ ー クを利用した実験的な授業を行 っ た ｡ ま た , 年 1 回以上の 公開授業

研究会 と保護者に対する見学会を行い ながら, 更 なるネ ッ ト ワ
ー ク の 延長 と教科以外の 利用も模索した . そ の 中

か ら で て きた の は , 生徒 に 対して基本的な コ ン ピ ュ
ー

タ リ テ ラ シ
ー を定着 させた上 で各教科の 授業で 活用 させ た

い と い う教員側か らの 声 であ っ た ｡ 実際 , 生徒用の コ ン ピ ュ
ー タ の 修理 に費やす時間は尋常 で なく, そ の 面か ら

も必要性は明らか で あ っ た ｡

平成11 年度か ら12 年度 に か けて ,
｢ 情報化に 対応 した教育課程 の 編成 とそ の 実践｣ と い う研究主題 で 高等学校

教育課程研究指定校となり, ｢ 情報｣ の 授業の 開始に合わせ , 視聴覚室に サ
ー バ ー と生徒用端末を増設した ｡

･

教科 ｢ 情報｣ 開設 (1 9 99
- )

1 年生 に 1 単位 で , 必修 で 教科 ｢ 情報｣ を設置する こととな っ た ｡ 内容は , 現在提示されて い る学習指導要領

に よ るもの と い うわ けで なく , 本校 の授業に必要と思われ る コ ン ピ ュ
ー タ リ テ ラ シ ー を中心に 教育工学委員会で

考案 したもの で ある｡ 現在, 教育工学委員 3 人
一

組 でT T を組ん で おり , そ こ にT A が数名加わ っ た形 で授業を行 っ

て い る｡ 情報 の専任教員はい な い の で ,
あらゆる教科の 教員が混在 した形 である ｡ こ こま で の 詳細な流れは , 教

育工 学委員会の執筆した研究紀要に記して ある の で , そ ちらをご覧い ただきた い ｡

･

教 科利用展開期 (2 00 1
- )

コ ン ピ ュ ー タ や コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー クを活用した授業 は, す で に フ ル回転状態で 行われて い る｡ こ こ で 改

め て 問 い 直すの は ,
コ ン ピ ュ ー タ や ネ ッ ト ワ ー ク に 振り回される授業 で はなく ,

そ れ ぞれ の 教科の 目標を達成す

るため に必要なデジタ ル コ ン テ ン ツ の 整備と い う教科の 情報化で ある ｡ むりせ ず, 通常 の 授業で必要な ときに取

り出せ , 効果的に扱え る環境と コ ン テ ン ツ は どの よ うな もの な の か ｡ 第 3 章と第 4 章にまとめ る ｡

現在 の環境は以下の ような もの で ある｡
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1 . 2 現在 の 本校内ネ ッ トワ
ー ク の 概要

･ サ ー バ ー 3 台｡

･ 生徒用端末(M a c i n t o s h 約9 0 台) は, 2 教室 ( 30 台と50 台) 及び図書館に分散設置 ｡ 1 年生 の み各H R 教室に 1

台ず っ 設置｡

･

教員用端末(X a ci n t o s h 約3 0 台) は, 各研究室及び事務室, 教務室に設置.

･

校内LA N は ,
基幹 1 G 支線1 00 M で 教員用生徒用の 二系統 に分けて 敷設 ｡

･ 1 . 5 M b p s OC N 専用回線に て イ ンタ ー

ネ ッ トと接続 ｡

設備面をみ ると大変恵まれた環境 で あると考え られるが ,
こ の 約 5 年間に少 しず つ 必要に応じそ ろえ て い っ た

結果で ある｡ サ
ー バ ー

の
一 つ に は 1 年生全員分の ホ

ー

ム ディ レ ク トリを設けた ｡ こ れに より, 生徒 は フ ロ ッ ピ
ー

デ ィ ス クを持ち歩く必要 はなく, 校内の ど の端末か ら で も必要に応 じて ク リ ッ カ プ ル に , 自分 の ホ
ー

ム デ ィ レ ク

トリに ロ グイ ンす る こ とが で きる o 将来的に は生徒用端末は ,

ハ ー ドディ ス クを持たな い ネ ッ_ト ワ
ー

ク コ ン ピ ュ

ー タ の形 に な る こ とが管理上も良い と思われるが , そ の形 へ の 移行的な シ ス テ ム で あると考え る ｡

2
.
ミ レ ニ ア ム ･ プ ロ ジ ェ ク ト ｢ 教育の 情報化｣ に 見 る21 世紀の 学校環境 と子どもた ち

2 . 1 ミ レ ニ 7 ム ･ プ ロ ジ ェ ク ト ｢ 教育 の 情報化｣ と は

イ ンタ ー

ネ ッ トの 教育利用 に つ い ては , 文部省と通産省それぞれ で別 々 に研究が行われて きた経緯がある｡ ミ

レ ニ ア ム ･ プ ロ ジ ェ ク トとは
, 政府が推進して い る新しい ミ レ ニ ア ム の始まりを目前に控え , 人類 の直面する課

題 に応え
, 新 し い 産業を生み出す大胆な技術革新であり, そ の 中 の

一

つ と し て ｢ 教育 の 情報化｣ 事業が位置づ け

られてい る ｡ 内閣総理大臣直轄の 省庁連携 タス ク フ ォ ー

ス ( バ
ー チ ャ ル ･ エ ー ジ ェ ン シ ー

) は 平成1 1 年1 2 月 に総

理に報告を行 っ た ｡ そ の 報告に より内容を明確 にする ｡

2 . 1 . 1 ｢ 教育の情報化｣ 報告よ LJ

教育 の 情報化の必要性に つ い て , 以 下 の よう に記して い る｡

｢ 近年 の 著しい 情報通信技術の 発達に 伴い , 社会 の あらゆ る分野で情報化が急速に 進ん で い る ｡ こ の ような

中で , 2 1 世紀を担う子どもたちを育 て る教育も, ま た子どもたち自身も情報化の 流れを避けて 通る こ とはできな

くな っ て い る ｡ 今後 の 教育におい て は, 情報化の ｢ 影｣ の部分に も十分に 配慮し つ つ , 情報化 に よ るメ リ ッ トを

最大限に 活か せ るような環境づくりをして いく必要が ある ｡ ｣

概要は以下の 通りで ある｡ 目次 の
一

部を提示する｡

｢ 第 1 章 教育の 情報化に よ っ て 目指す べ き目標

Ⅰ. 子 どもたちが変わ る

Ⅲ. 授業が 変わる

Ⅲ. 学校が変わ る

第 2 章 具体的な取り組み

第 1 -
-

ド面 の 取り組み

I . 全国 の 学校の す べ て の 教室に コ ン ピ ュ ー タ を整備し, す べ て の 教室か らイ ン タ ー ネ ッ トに アク セ

ス できる ような環境づくりを推進する

Ⅱ . す べ て の 学校におい て イ ンタ
ー

ネ ッ ト接続の高速化を図る

第 2 ソ フ ト面の 取り組み

Ⅲ. す べ て の 教員が コ
■
ン ピ ュ ー タ を活用し て 指導セきる体制を つ く る

Ⅳ . 地域や民間企業の 協力を得て , 学校 に多数の人材を活用 し学校の 情報化をサポ
ー トす る
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Ⅴ . 関係省庁 ･ 民間が連携して , 質 の 高い 教育用 コ ン テ ン ツ の 開発やそれらの提供を推進する事業を

実施する

Ⅵ . 産 ･ 官 ･ 学連携 による バ
ー チ ャ ル な研究体制を つ くる

Ⅶ .
｢ 教育情報ナ シ ョ ナ ル セ ン タ

ー

｣ を整備する

第 3 章 教育の情報化 の推進に当た っ て 配慮す べ き事項｣

2 . I . 2 ｢ 教育 の 情報化｣ の 具体的内容につ い て

文部省学習情報局長の 岡本薫氏 はミ レ ニ ア ム ･ プ ロ ジ ェ ク ト ｢ 教育 の 情報化｣ を, 主 として 以下の ような事業

で ある とまとめ て い る ｡

1 公私立学校の コ ン ピ ュ
ー タ整備等 ( 各教室 ｢ パ ソ コ ン 2 台 + プ ロ ジ ェ ク タ｣ )

2 公立学校の イ ン タ
ー

ネ ッ ト接続 (校内LA N の 整備によ る ｢ 教室接続｣ を含む)

3 教員研修の 実施 (90 万人 の 教員の 研修を 2 年間で 実施)

4 教育課程準拠 コ ン テ ン ツ の 開発 (教科書に準拠した ｢ 教員用 の ディ ス プ レイ ｣ 用 コ ン テ ン ツ等)

5 教育情報ナ シ ョ ナ ル セ ン タ
ー 機能 の整備

2 00 1 年度まで にす べ て の 公立学校が イ ンタ ー ネ ッ トに接続 で きるようにな り, す べ て の 公立学校教員 ( 約90 万

人) が コ ン ピ ュ ー タ の 活用能力を身に つ けられ る ようにな る ｡ 2 0 0 4 年度 に は , 私立 の 小中高等学校が公立学校

と同程度の 環境に 整備 され , 公立小中高等学校に は校内ネ ッ ト ワ
ー ク 機能が整備 される｡ さ らに2 00 5 年度 に は,

学習資源を活用 した学校教育用デ ジタ ル コ ン テ ン ツ が 開発整備され , す べ て の公立小中高等学校等が各学級の 授

業におい て コ ン ピ ュ
ー タを活用で きる環境が 整う ｡ すなわち2 0 05 年 に は特別教室 で はなく, 各教室で様 々 なホ

ー

ム ペ ー ジが 閲覧で きたり, 授業用の 映像資料をサ ー バ か ら手元 に持 っ て き て プ ロ ジ ュ ク ク ー で投影 でき ると い う

こ と で ある ｡ こ れ は, 学校教育の 内容に つ い て の 変革で は なく, 学校環境の 変革とその 環境を使い こ なせ る教員

を育成しようとい う事業で ある ｡

2 . 2 ｢ 教育の 情報化｣ をうけて

我々 は ,
こ の 現実を受け止め積極的に 授業に 取り込ん で い き, より よ い授業を作る べ き努力を しなけれ ばなら

な い と考え る｡ そ れ に は, 行政側か ら与え られる環境を事前に理 解し, 現場 における問題点の 捻出が必要で ある ｡

しか し, ｢ 教育 の 情事馴ヒ｣ で はお おまか な提示はされて い るが , 詳細 に つ い て は不明確で ある｡ コ ン ピ ュ ー タ に

つ い て は低価格化が進ん だ上, 多く の ソ フ トが付属して い る の で 基本的な環境は そろえ やすいが , 液晶プ ロ ジ ェ

ク ク ー はまだまだ高価 で ある｡ 暗 い と こ ろ で あれば使用で きるもの は安価に な っ て きたが , 通常 の 教室の 明るさ

で使用で きる1 80 0 A NS ル
ー メ ン の もの は1 00 万円程度はする ｡ イ ン タ ー ネ ッ ト の 専用回線の 高速化 に つ い て も気に

なる ｡ 教員が教室の端末に デジタ ル コ ン テ ( ツ を ダウ ン ロ
ー ドし､ 多く の 生徒が 同時に 恥b で検索をす ると い う活

動が , ど の く らい の速度の 回線 で あればス ト レ ス なく使え る の で あろうか ｡ こ の ような2 00 5 年 の 環境を具現化 し

て い る様子を参考に し, それが満足 できて 使い やすい もの な の か , 行政側か ら与え られるだけで なく学校側から

要望を出して い きた い ｡
. そ れ も コ ン ピ ュ

ー

タ に詳 しい 先生だ けに 任せ る の で はなく , 各教科の教師も積極的に参

加す べ き で ある ｡ な ぜ なら, 教育現場 に必要な環境が 整備され るか どうか は重要な問題で あり , 特に ネ ッ トワ ー

ク に 関 して は簡単に更新が で きな い 設備だか ら で ある ｡ そ の ため に は前述 の ような環境で ど の ような実践が で き

そうか ,
な に が必要かを予測する必要が ある｡ 次章 で は各教科 で の コ ン ピ ュ

ー タネ ッ ト ワ
ー ク の 活用状況 ,

こ れ

を支援する体制 , こ れか らの デ ジタ ル コ ン テ ン ツ活用 に必要な環境面 に つ い て 述 べ る｡

3 . あ らゆる教科 で の コ ン ピ ュ ー

タ ネ ッ ト ワ ー

ク 活用 の ため に

3 . 1 各教科で の コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ ト ワ
ー ク の活用例

本校で は , 全校生徒 ･ 職員があらゆる教科, 特別活動な ど で コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク を活用して い る ｡ もち
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ろん 全員が電子メ
ー

ル を利用 し, ホ
ー ム デ ィ レ ク トリを活用 して い る ｡ こ の 活用を支えて い る の は , 教育工学委

員会の ボラ ンテ ィ ア的活動で ある ｡ 6 年前か ら始ま っ た コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク活用研究が各科目で の コ ンピ

ュ
ー タ活用実践を生み , こ れが ｢ 情報｣ 教育 の必要性を育て , 必修 ｢ 情報｣ 授業が始ま っ た ｡ こ の 情報授業が ,

生徒の コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー を育て るとともに , 教官 に と っ て は コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の教科教育等で の

新たな活用の可能性を生み出すとい う, 良 い 循環を生み出 して い る｡

全生徒にメ ー ル ア ドレ ス を与え始め た 4 年前か ら, 各教科 で の コ ン ピ ュ ー タネ ッ ト ワ ー ク の 活用が盛ん にな っ

て きたが , ネ ッ ト ワ ー ク の 使 い 方 に つ い て は, こ れを利用す る教官が 必要に応じて各自の 授業時間を割い て教え

て い た｡ 生徒が盛ん に ネ ッ ト ワ ー クを利用するように な ると , 単 に使 い方だ けを教え る の で は済ま なくな っ て き

た ｡ コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の 基本構造や, 利用上の モ ラ ル , 情報 の 扱 い 方, 著作権な ど全校生徒に学ん で お

い て欲しい ことが 山ほど現れてきたの で ある｡

そ こ で ,
｢ 情報｣ を 1 年生に必修授業として 1 単位追加する ことにな っ た . こ の 授業は, 教育工学委員を中心

に
, 全 て の 教科 の教官が参加 して ,

3 人 1 組 の テ ィ ー ム テ ィ ー チ ング に よ っ て実施されて い る ｡ さ らに , 大学生

や大学院生によ るボラ ンテ ィ アがテ ィ ー チ ングア シ ス タ ントとして授業や シ ス テ ム の サポ ー ト に当た っ て い る ｡

こ の ような ｢ 情報｣ の 授業す ら必要とな っ てきた, 現在 に お ける各教科で の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク活用例

杏
,
以下に示す｡

具体的な実践例に つ い て は , 本校教育工学委員会に よる過去の 研究紀要を参頗された い ｡

3 . 1 . 1 現代文

(1) 現代文授業におけるY e b ペ ー ジと電子メ
ー ル の利用

これは , 現代文の 解釈に つ い て クラ ス を越え て , 様 々 な考え方をW eb ペ
ー ジ上 で緩やかに戦わせ , 多様な考

えにゆ っ くりと触れ つ つ , 自分 の考え を深め て い こうとする もの で ある｡

･ あ らか じめ提示された問題点 に つ い て , 各自 の 解釈を電子メ
ー

ル で 授業担当者に 送 る｡

･

授業担当者が 整理 して , 代表的なもの をY e b ペ
ー ジ上に掲載する ｡

･ 生徒は自分 の ク ラ ス はもとより , 他 の ク ラ ス の 議論 も踏 まえ , 解釈を深め る｡

(2) オ ン ライ ンデ ィ ベ
ー

ト

Y e b に 置 い た電子掲示板を利用して の ディ ベ
ー

トの 試み で ある｡ 利点と して は , ディ ベ ー ト の 経過が記録に

残り, 人前 で の 話 の 苦手な生徒で も意見が 言い易い , 掲示板 に より議論が分類 されて いく ,
な ど で あろう｡

もちろん 遠隔地 との ディ ベ
ー トも可能 で ある (東京都と愛知県と で も実施した) ｡

3 . 1 . 2 古典

(1) ｢ 和歌集の 表記｣ ｢ テ ー マ 別漢詩の 感慨｣ に つ い て の 調査 レポ ー ト

~ 国文学研究資料館 電子資料館等を利用し て , 各自 の テ ー マ に 沿 っ た調査をし, そ の 解釈を レポ ー トとし

て 報告する . W e b で の文字列検索に より ,
こ れま で

一

首
一

首 の解釈にとどま っ て い たもの が , 歌集 の 編者に よ

る編纂意図を探 る ことが可能とな っ た ｡ ま た , 学外も含め た古典文学の研究者たちにも協力を求 め , 壁徒は

メ ー

ル など で の 質問も可能 として い る ｡

(2) 古典文学の 解釈の 意見交換

電子掲示板に より ,
カ テ ゴリ ごとに意見交換を し, そ の 解釈を深め る ｡

3 . 1 . 3 地 理 で の 利用

(1) 調 べ 学習で の 利用

班毎に決め たテ ー マ に沿 っ て , V e b な どを利用して調査し, W e b 上 に そ の 報告をする ｡ こ の 際, 地理 ペ
ー ジ

か ら各班長の ペ ー ジ に リ ン クを張 っ て おき, 各班長は自分の ペ ー ジに 班員 へ の リ ン クを張る ｡

(2) 統計情報か ら地理情報を読む

- 1 2 2 -



アメ リカや 日本の統計局か ら農業や気候な どの デ
ー タをダウ ン ロ ー ドし, そ の デ ー タを加工 ･ 分析する こ

とで , 自然地理 , 人文地理的な現状に つ い て の 理解を深め る｡

(3) 地理実習の デ
ー

タ提供と発表

1 年1 学期 に 毎年実施して い る地理実習の 成果を上げるため に , あ らか じめある程度の 情報を提供して おく｡

3 . 1 . 4 現代社会

現在の 日本が直面 して いる ( し つ つ ある) 問題 に対 して , イ ン タ ー ネ ッ トな どを利用して リア ル タイ ム で進行

して い る事柄に迫 る. ｢ 基地 と安保 , 地域 の 特徴 と未来｣ で は沖縄県の 高校生とCU -S e e M e で 交流もした ｡ 地球規

模の 問題や リア ル タイ ム の 問題に つ い て , 同 じ時代
･ 社会を生きる

-

員として 考えさせ る ｡

3 . 1 . 5 数 学

グラ フ計算機 な どにより, 関準の 幾何学的なイメ
ー ジを確か め させ , 解 の 位置を推測させ る ｡ ま た , 表計算と

グラフ を用い て , 問題をグラ フ化 しそ の解 の 意味を考え させ る ｡

3 . 1 . 6 物 理

物理学の 成果の 実社会 で の 利用に つ い て の 調査, Y e b 上 へ の 物理 レポ
ー

ト発信 ,
メ ー

ル で の レ ポ ー ト提出, 表計

算を利用した実験デ
ー タ の整理 ･ 分析, 表計算に よる物理現象の シ ミ ュ レ

ー

シ ョ ン に よ る実験結果の 考察等に刺

用して い る ｡ ま た , 東京工業大学の 研究室と接続 し , 物理 の 遠隔授業を実施した ｡

3 . 1 . 7 化 学

生徒が行う化学実験に リ ンク した よくある生徒 の質問, 疑問と そ の 答えをY e b で 実験情報と して発信する｡ 質

問は, お もにメ
ー

ル で受け, こ れをもと にW e b 上 に実験 ごとに回答をの せ て い く ｡ タ ッ チ セ ン サ付きの マ ルチメ デ

ィ ア ボ ー ドを利用 して ,
立体的な分子構造モ デルを様 々 な角度か らの 観察は , 分子構造の 理解に 役立 っ て い る ｡

3 . 1 . 8 地 学

(1) 遠隔授業 ; 普段 の授業で は聞けな い 専門家に よ る授業を, 普段の 教室 で うける ｡ 例 : 国立天文台の 先生に特

別に よ る天文の 遠隔授業 , 東京学芸大学 ( 本学であるが, 大学と高校 は遠く離れて い る) か ら, 恐竜 の 足跡

に関す る特別講義

(2) 地学実習 レポ
ー トの Y eb 上 で の共有

(3) カ ナ リ ー 諸島にある遠隔操作望遠鏡をY eb で 利用 し, 昼間 に リアル タイ ム で 行う天体観測

3 . 1 . 9 芸 術

イ ン タ
ー

ネ ッ トを利用 した美術鑑賞
･ 比較 の授業, コ ン ピ ュ

ー タ上 で の作画の 技法 ,
XI DI を利用した簡単な作

曲 , 編曲な どをお こな う｡

3 . 1 . 1 0 保健
･

体育

イ ンタ ー ネ ッ トを利用 した保健の 調 べ 学習 , 調査結果の報告会 で は ,
コ ン ピ ュ ー タ プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン を中心

と した発表が行わ れる ｡ 柔道 の ような技を コ ン ピ ュ ー タ画面 に取り込み , こ れを分析的に み る ｡

3 . 1 . 11 家庭科

(1) W e b 上 で の弁当展 ; 生徒の 力作弁当をY e b上 に公開す る｡

(2) 賢 い消費者と なるた めに ; 詐欺まが い の 商法 , 食品 の 安全性, 家庭か ら の 環境汚染な ど に つ い て調 べ る ｡

3 . 1 . 11 英 語

教科書で 話題に取り上げられて い る内容 ( 例え ば T h e L e s s o n s of E a s t e r l s l a nd で は, イ
ー

ス タ ー

島や こ れ

に関連する こ と) に つ い て , 調査 ･ 報告をす る｡ もちろん検索サ イ トは英文で ある ｡ ま た, 国外 の メ
ー ル 友達と

電子メ
ー

ル で の情報交換をし, C U
⊥S e eM e を利用して生の 英会話を体験す る生活の 中の英語にふれる こ とが で きる ｡

以上 は , 20 0 1 年 3 月 2 日 の e ス ク ウ ェ ア プ ロ ジ ェ ク ト成果発表会資料と し て 提示 したもの で あるが , こ の ときに

示した プ レゼ ンテ ー シ ョ ン の
一

部を , 補足と して以下に示す .
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1 9 9 5 年度
-

1 9 96 年度 の マ ル チ メ デ ィ ア通信共同利用実験で は , 学校教育 へ の コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ トワ
ー

ク 活

用研究も含まれ てお り, 本校 , 筑波大学附属高等学校 ,
ア メ リ カ ン ス ク ー

ル
,
カ ナ デ ィ ア ン ア カデミ

ー

が参

加した ｡ 当時国内に 引かれ た高速
･ 広域 バ ッ ク ポ -

ン ネ ッ トワ
ー ク を活用 して , 国内外と の 教育活用研究を

行 っ た ｡

1 現代文 電子メ 00 ルとホ
ー ム ペ ー ジを利用した 意見交

換による学習

2 古典 古文 の検索と考察

( 国文学研究資料館)

考査情報
3 地理 地理に関する統計

情報収集と活用 生徒の レポ
ー ト発表 地理実習情報

4 公 民 現代社会の授業

政経の授業

5 物理 各種実験情報

生徒の レポ ー ト発表

物理 に関する検索学習

6 化学

化学のQ & A 実験情報
7 地学 地学実習情報

リモ
ー

トテ レス コ
ー プ 大学 ･

天文台などを結ぶ遠隔授業

8 英語 英文電子メ - ル

9 芸術 作品展 作品鑑賞
1 0 家庭 弁当展

1 1 保健体育

保健に関する調べ学習

1 2 数学

グラフ計算機による関数の

学習

すべ ての 教科で ,
コ ン ピ ュ ー

タ ネ ッ ト ワ
ー

ク が 日常的な授業に 活用され て い る｡
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教科教育を含む あらゆる学校生活の 場面 で , コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ ト ワ ー ク の 活用が で きるように , す べ て の

生徒に メ
ー

ル ア ド レ ス とホ ー

ム デ ィ レ ク トリが与え られ て い る ｡ 現在 , 1 , 2 年生 は全員が 各自の W e b ペ
ー

ジ を作 っ て お り , 様 々 な課題 が こ こ に の せ られ る ｡

偶 哲(平成1 O) 年度 祁 柳 ･

2 学年 舞2学 級 樹
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現代文で は , 電子メ
ー

ル
,
W e b ペ

ー ジ
,
W e b 掲示板等を利用して , 意見交換等を盛ん に行 っ て い る ｡
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古文で は, W e b 上 で本物の 古文に出会い ,
こ の解釈に つ い て調査 し, 自分なり の 解釈 を深めて いく ｡

ま た , 与 え られた課題 に つ い て掲示板などで意見交換をする ｡

- 12 6 -



調べ 学習での 調査はもちろん , そ の 発表などもW e b 上 で公開する ｡ 公 開 の 際 に は , 班毎 に W e b 上 で リ ン ク

を張 っ て , 共同研究を進め る ｡

地理 実習をよ り活か すた め に, W e b 上 に 必要なデ
ー タ を提供 したり , 実習結果を発表 した りする ｡
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地理課題学習レポ ー ト 一 覧
(4 6 期生 - 1 9 9 9 年度1 年生)

旅 一 方嘗 -地図 が語る古語の旅
-

白人 の侵略
公園考

鉄道三線相互乗入 の実態

地図 の 中の 交番 一 人 口と(

ゴミ処理間忠
一 真実を問う!

一

北アイルランド問題 一 和解 へ の道

ディズ ニ
ー ランド誘致Jくトル 叶 C hi n a

月本人 はどこから来たか
東京の防災に つ い て
コ ンビニ

日本 ･ 外国における地震対策

飢餓と車食
農基衣装
東京の交通システム ー 問題点とその展望
パレ スチナ問題

イスラム武装勢力に つ い て

この街あの街大改造

民族紛争

中華料理

首都機能移転に つ い て

_
? oq?
_
年オリンピック開催地は大阪か ? 北京か ?

_

妖怪と民話
ユ ー ゴ ス ラビア紛争

沖縄の米軍基地は必要か ?

日本に輸出される農産物の産する現地での 問題点
世界の食材とその ル

ー

ツ

世界の人 口 問題

みどりとまちづくり
鉄道と町の発展

平均寿命とその 要田の考察
コ ソボ紛争 の真実

暮らしの中の コ ンビ ニ

地価と都市化

ラテン
･

ア メリカにおける混血のル
ー

ツを探れ
え ! IJ＼麦
東京はなぜこんなに混む のか

路面電車はなぜ消えた ? 復活はありえるか

日本の食卓 の欧米化 - その傾向と食糧依存間嘩γ
マレ

ー

｢ シア の民族間題
- その根本的原因から対策を考えるγ

トイレの地理学

ー12 8



3 年 選択教科の 現代社会では , 2 年生ま で の 学習を活か して , 現在 の 日本や世界が 直面 して い る問題 を生

徒自ら選 択 し, 調査 ･ 研究 ･ 発表する ｡ 必要に応 じて ,
C u- S e e M e な ど を利用 して , 関連する現地の 高校

等 と マ ル チ メ デ ィ ア 通信に より情報や意見 を交換もする ｡

数学

･ グラ フ計算機 , 表計算などを利用

｣ -

･ 関数 の幾何学的なイメ ー ジ の 確認

･ 解 の位置 の推測
･ 表計算を用 い て , 問題 をグラ フ化 し
そ の解 の意味を考える｡

現在の と こ ろ , 教材配 付や レポ
ー

トや作品回収に ネ ッ ト ワ ー ク が使われ る程度で あるが , 今後は , 数学問

題 の 様 々 な生徒の 考え によ る解法を W b e ペ
ー ジ に公開 し, 多く の 意見を聞くな ども考え られ る ｡

--1 29



実験 レポ
ー

トを W b e 公開する こ と で ,
こ れ ま で 生徒と教官だ けが知る レポ

ー

トで あ っ たも の が , 生徒全員

に共有で きるもの となる ｡ ま た , 実験デ ータ の リ ア ル タイ ム で の分析や , 解釈 を助け るため の シ ミ ュ レ
ー シ

ョ ン な ど の 使 い方もある ｡
こ の た め に は, ネ ッ ト ワ

ー ク に接続され た端末が 実験室の 班毎に ある こ とが望ま

し い
｡
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メ

ル ン ゲ ク ッ ク法 に よ る微分方程式の数値解も, 表計算ソ フ ト で簡単に得 る こ とが で きる ｡

パ ラ メ
ー タ を変えなが ら , 実験デ ー タ と の 関連などを検討できる ｡
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w b e 上 に 実験情報や よくあ る質問と答えなどを置き , 実験を支援する ｡

マ ル チ メ デ ィ ア ボ ー ドの 利用で , 抽象的な分子の 世界を具体的に理解 しやすいも の とする ｡

実験中に コ ン ピ ュ
ー タ を使 っ て , 疑問点を確認す る こ とも可能で あるo

も ちろ ん , 実験 の説明も提供され る｡

1 31



国立天 文台か ら の 遠隔授業や地学実習に必要な情報の W b e 上 で の提供, レ ポ
ー

トの 公開, 天文授業 へ の イ

ン タ
ー

ネ ッ ト活用など , そ の 利用は多様で ある｡

英国ブラ ッ ドフ ォ
ー ド大学が所有するカ ナリ

-

諸島の リ モ ー トテ レ ス コ ー プを W b e で 利用して , 昼 間の 日

本の 地学授業で , リ ア ル タイ ム の夜 の 星 々 の 観察が行われ る ｡

ー13 2



基盤

･ イ ン タ
ー ネ ッ トを利用した美術鑑賞 ･

比較 の授業

･ コ ン ピ ュ
ー タ 上 で の 作画 の技法

･ M I D I を利用 した簡単な作曲, 編曲など

音 , 絵 , 写真 , 書などを コ ン ピ ュ
ー

タ 上 で自ら作 る能力を身 につ け る こ とで , 自 ら の 著作権によ る マ ル チ

メ デ ィ ア活用が で きる ｡

ーil聖聖-



調べ 学習に活用すると ともに ,
コ ン ピ ュ ー タ プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン を使 っ て の 発表も行う｡

柔道場にまで引かれ た1 00 B a s e の 回線を利用すれば , 柔道 の 学習に必要な動画情報も容易に 活用 で きる ｡

13 4 一



家庭科での 作品 は多様で ある｡ 本物 の 作品展に W e b 展 示 は勝て ない が弁当の写真は長持ちする ｡

様 々 な消費者間題な ど に つ い て の コ ン ピ ュ
ー タ 学習も , 教科書が 扱え な い新 し い 問題 を補足してくれ る｡

英会話 , 英作文, 英文読解などの ネタは , イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 に山ほど存在する｡

13 5 -
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今後の活動計画

基幹1 G ､ 支線1 0 0 M を活かして,

ビデオクリップ教材配信

校内全て の場所,全て の 教科で情報活用を可能とする

情報化による教科指導 ､ 特別活動の支援

教科で の コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ ト ワ

ー ク 活用を支援するため に ,
｢ 情報｣ の 授業を 1 年生必修と して い る｡

様 々 な教科の 教官による チ
ー ム テ ィ

ー チ ングや テ ィ ー チ ン グア シ ス タ ン ト, 学外講師の協力, 校内教官の 研

修など ,
｢ 情報｣ 授業 の 支援体制も徹底 して い る ｡

- 13 8 -



教科での コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ トワ

ー

ク 活用を支援するため に , 教育 工学委員会 を中心 に , 校内外に多様な ヒ

ュ
ー

マ ン ネ ッ ト ワ ー ク が形成されて い る｡

･､･･- I:30



3 . 2 教科で の コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ トワ

ー ク 活用支援 の ため に

上記の よ うに ,
こ れま で の 本校各教科で の コ ン ピ ュ

ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の 活用で は , 生徒 によ る主体的な調査,

分析, 発表 の要素がか なり大きい ｡ こ れを支援す るため に ,
｢ 情報｣ の 3 学期授業 で は , 以下 の ような実践を行

わせ て い る｡ 平成1 3 年度 3 学期 の 生徒向け指示例を示す｡

* * * * * 3 学期授業に つ い て の生徒 へ の 指示 * * * * *

授業テ
ー

マ ｢ 情報 の授業を作 っ て みよう｣

1 ね らい

･ 情報 に 関す る諸問題や情報を支え る科学 ･ 技術 , 関連する社会 シ ス テ ム や人間との 関連な ど に つ い て , 自ら

問題を設定し, 実践的に 学習する ｡

･ こ の 学習過程 で , こ れま で の学習成果を最大限に 活用 して , 情報 の 検索 , 収集, 分析, 発信な どを実践する｡

･ 情報をい かに相手に 確実に 伝え るか を実践 し, そ の 結果を分析する｡

･ 自 ら の 活動 に より, 新 たな情報を生み出す工夫をする ｡

2 概略

･ 9 班編成とす る ( 1 班 4 ,
5 名 ; 男女混合 にし よう) ｡

･ 各班毎 の オ リ ジナ リテ ィ
ー

あふれる情報の 授業が実施で きる様に , 研究
･

準備する｡

･ 伝 え る べ き内容に つ い て ,
1 0 分間 の 授業を実施する ｡

･ こ の 内容 の 理解度を測る試験をあらか じめ作 っ て おき
, 授業後 4 分間で実施する ｡

( 授業と試験の 時間が合計1 4 分 に収まればよい)

･ 主 な授業内容は, 班 の リ ー ダ ー

の ペ
ー ジに 公開し, 各班員か らリ ンク でき るように し て おく .

･ 試験 の採点をし, 結果に つ い て の 分析とともに 報告する ｡

･ 調査中も毎時間作業の進行状況をt e a c h- a に メ
ー ル で知 らせ , 班員 に もC c . す る ｡

･

最 終的な授業の 後 , 授業教材を提出 (W e b ペ
ー ジに つ い て は , そ の UR L をメ

ー

ル で 示す) , 授業作りに 当た っ

て ど の ようなチ ー ム ワ
ー ク が とられ た のか そ の役割や活動な ど に つ い て も報告する (t e a c h- a にメ

ー ル) 0

3 調査及び準備 日

2 00 1 年 1 月1 6 日 ( 火)

2 00 1 年 1 月2 3 日 ( 火)

2 00 1 年 1 月30 日 ( 火)

2 00 1 年 2 月 6 日 ( 火)

4 授業及び試験 日

1 時間あたり 3 班 の 授業とする ｡

2 00 1 年 2 月2 0 日 ( 火) 報告書締め切り3/5

2 00 1 年 2 月2 7 日 ( 火) 報告書締め切り3/5

2 00 1 年 3 月 6 日 ( 火) 報告書締め切り3 / 14

後 の 方が準備時間はとれ るが , 結果 の 分析 , 報告が つ らくな る ｡

ど の 班が い っ 発表にするか ば , 今後決める ｡

なお
,
2/6 か ら2 /2 0 に ず い ぶ ん時間が取れそうで はあるが , 入試期間の た め , 本校設備の 利用は で きな い の で

そ の つ もりで 準備をすすめ る こと ｡

- 14 0 -



5 授業方法

い か に相手に理解させ るか, そ の 工夫をする ｡ そ の ため に は, プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン ソ フ ト, W e b ペ
ー ジ

, ポス タ

I

, 実物 , 体験 , 模型な ど様 々 な手段が考え られる ｡

※調査分析や試験結果の 分析な ど で デ ー

タ ベ
ー

ス ソ フ トの 活用 ( これだ けは , 本講座で の学習を行 っ て い な い)

が必要で 有れば, 質問せ よ o ク ラ リ ス デ
ー

タ ベ
ー

ス の 利用 な ら可能で あるo

※調査の ため の 道具として は ,
コ ン ピ ュ ー

タ だ け で は な い ｡ 場合に よ っ て は , 新聞や 時刻表 , 白書等の 方が優れ

て い るか もしれな い ｡

※何 よりも自分たちで 歩き回るな どし で情報をあ つ め る｡

6 試験

み んな の 出来が よ い と, 授業班 に高い 評価が与え られる ( ただし , 授業内容や試験内容 によ っ て 係数を つ ける) ｡

授業は10 分くらい しか な い の で , み ん な の 成績を上げるた め に は, い ろ い ろな方法も考え られる ｡ た とえ ばあ

らか じめ授業内容W e b ペ
ー ジ を立ち上げて おき, こ れ で み ん なに勉強させ て おく｡ メ ー

ル で学習内容を送り, 添削

指導する, 等 々 ｡

･ 試験内容及び正解 ほ , 自分 の 班 の 授業前の土曜日 ( こ れが 休み の 場合は金曜日) ま で にt e a c h- a に 添付書類 で提

出す る (原則的に は ペ
ー パ ー

メ ディ ア に より実施するが ,
コ ン ピ ュ ー

タネ ッ ト ワ ー ク を活用した試験の提案も

歓迎する) ｡

･ テ ス トは 5 問以上 (
一

人 1 問以上作成する) , 解答は原則として 5 択 ( こ れ に どうし て もな じまない 試験内容

に つ い て は相談せ よ) とす る｡

･ テ ス トに カラ
ー

映像や音声な どが 必要な場合は , 印刷物と別 に コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ トワ
ー

ク で 扱え るように準備

して おき, ペ
ー パ ー メ デ ィ ア の試験を補うな ど, 言式験そ の も の も創意工夫をする ｡

･

学習成果に つ い て 分析の できる内容, 数を工夫せ よ ｡ 試験 の 目的は , 自分たちの伝え たか っ た こ とが どう伝わ

っ た の かを自己分析評価する ことにある｡

･ 試験後採点分析 し, 試験結果, 分析内容を各自のY e b ペ ー ジ に の せ て 報告する ( 予定) ｡ こ の 際 , 他 の 班員の 分

析が参照 できる ように リ ンク の 張り方を工夫する ｡ もち ろん , 各自が独自の 分析をす べ き であ る｡ 特 に , 自分

が 担当した分野を中心に 分析すると良い ｡

7 評価

･ 授業 の わかり易さ , オ リ ジナリテ ィ な ど ( 楽しさ なんか も考慮 した い)

･ 相手に伝え る べ き内容をどれ だけ理 解させ る こ とが できたか ｡

･ 他 の グル ー プ の 授業をどれだ け理解 できたか ｡

･ 授 業 の ため の 工夫をで きたか ｡

･ 班 員間 の 協同作業が で きたか ｡

･ 調 査内容, 授業 の 内容及 び方法など ｡

･ 分析 の 的確性と独自性

8 授業内容に つ い て

授業 タイプを次の 2 つ の どち らか とする｡

ただし, B タ イ プは少なく とも1 班以上, 4 班以内 ( 早 い も の がち, もしく は遅い もの 負け? )
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い ずれの場合も, で き るだけ自分 たちの 足で 集めた デ ー タ に基づ い て 授業を構築 した い 0

A 情報 に関連す る以下の 内容例に つ い て の 講義的な授業

参考例 ( 実施 テ ー

マ は 1 つ o 以下 の項目に こだわる こ とはな い)

? 電子商取引

･ 情報通信ネ ッ ト ワ
ー ク

･ コ ン ピ ュ ー タ の 仕組み

･ コ ン ピ ュ ー タ に よ る情報処理

･ コ ン ビ ュ1 一 夕 に お ける情報の 表 し方

･ モ デル化 ,
シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン

･ 情報化社会とモ ラ ル

･ デ ー タ ベ ー

ス の 利用

･ 著作権

･ ア ナ ロ グと デ ィ ジタ ル

･ PO S シ ス テ ム

･ テ ク ノ ス ト レ ス

･ コ ン ピ ュ ー

タ 犯罪

･ 情報社会を支え る情報技術

･ 情報化社会にお ける人間 へ の 配慮

･ 情報技術 の 進展と社会 - の 影響

･ 情報 の ディ ジタル化

･ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

･

情報 の 週種 , 発信 と個人の 責任

･ A T X

･ 情報機器発達の 歴史

･ ネ ッ ト ワ ー ク 社会 の 明暗

･ 受信情報の 信頼性 , 信濃性 の 吟味に つ い て

･ 2 1 世紀 の情報化社会

･ ロ ボ ッ ト

･ 携帯電話 ,
PH S

, 未 来 の 通信

･ 情報通信の 歴史

･ そ の他

B 情報 の処理 , 活用を活か し て 問題解決その もの を行い , 提案を示す発表

で きるだけ現実的で 身近な問題をい か に 解決したか ｡ ま たそ の解 と して の具体的提案の 提示

こ の 場合 ,
試験は , 分析過程や提案に対す る理解度の はか , 提案そ の も の に対する評価 (試験 とはち ょ っ と異

な るが) 等を実施す る｡ 具体的な デ
ー

タ の 裏付 けに基づく提案で あ っ て 欲し い 0

参考例

･ po s シ ス テ ム はどの ように機能して い る の か ｡ 本当にそ の機能が どの ように はた ら い て い る の かを検証するた
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め に
,
お よ そ売れて い そ うもない 商品を買い続 けた ときに , そ の 商品の 数が本当に 増え たか ｡

･ も っ とも適切な , 本校靴箱を設計する ｡ こ の た め には , 生徒の 靴の大きさ , 保管す る数な どをリサ
ー チ し

, 昇

降口 の 大きさ形状な ど多面的な分析 に基づき , 具体的に提案する ｡ また, 校内 の リサ ー チ が
一 般的と いえ るか ど

うか, 靴屋 や関連業界か らの リサ
ー チも必要で あろう｡

･ 高校生に と っ て , 必要な小遣い は いく らか ｡

･ 自分たちが 学ん で い る学校や そ の 周辺 , あ る い は住ん で い る地域社会 に必要な公共施設 は何か , 具体的に どん

な もの で ある べ きか を示す｡ そ の 根拠もデ
ー タ に基づ い て 示す ｡

･ 校内に必要と考え る施設 , 設備 の 提案 ｡

･ 世界に届け私たちの 主張

･ 私た ちの 修学旅行の 提案

･ 地球を救おう

･ エ ネ ル ギ
ー 資源 と地球環境

･

未来 の 我が 家を建て る

自分が4 5 歳 に な っ た とき に 予想される家族構成か ら, 実現可能と思われる理想の 家を提案する ｡ 予想され る家

族構成 , 収入 , 建築費 , 住宅事情な ど に つ い て調査 し, 裏 づけ に基づく提案とす る｡

･ 街 の人が必要とする公共施設の提案

どん な公共施設をど こ に必要と して い る の か , 調査 に基づ き, 愚痴的な提案を示す｡

･ 公園を作ろう

自分たちの 町の ど こ に ,
ど ん な ニ ー ズ に こ たえ た公園を作るか を決め , 実際の 公園を参考に し て , 具体的な公

園を提案する ｡

･ 現代高校生像 は これだ

現代高校生 の典型的な姿を徹底的に調 べ 上げる｡ 日本 , 県 , 世界, ク ラ ス な ど対象を絞 っ て 典型像を比較する

な ど, 情報提示方法を工夫する ｡ ま た , 調査項目は , 高校生像を どん な視点か ら描 こ うとす るか , そ の 意図が伝

わるように決める ｡

･ 学大附属高校校舎建 て替え提案 ; こ んな校舎, キ ャ ン パ ス に しよ う｡

･ 他校紹介

2 つ の学校で 連携 して お互い の 学校を紹介する ｡

･ い じめ の 現状 と対策

･ 喫煙 に つ い て 考え る

･ そ の他

いずれ にして も,

･ 単純に ど こか の 情報をか き集めて きただけはだめ ｡

･ 自ら新たな情報を加わえ る工夫が欲し い ｡

9 今 日 の作業

･

各自の ホ ー ム ディ レ ク トリ内の フ ァ イ ル の 整理 , 廃棄をし ,
で きるだけメ モ リ

ー

消費を減 らすo

･ リ ー ダ ー 及 び班員の 報告 ; 班 の リ ー ダ
ー が 班員 の 出席番号 , 氏名をt e a c h- a に 報告する ｡

以下各自で t e a c h- a にメ
ー

ル する｡

･ 授業テ ー マ の 決定 , 報告
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･

今後 の予定の 決定, 報告

･

本 日 の活動報告

* * * * * あ る ク ラ ス の班毎の 授業テ ー

マ * * * * *

1 班 ･ タ イ プ A ; ア ナ ロ グとディ ジタル

2 班 タイ プ A ; 視聴率の仕組み

3 班 タイ プ B ; 旅行に
一

番適する国は ど こ か

4 班 タイ プ A ; ネ ッ ト犯罪に つ い て

5 班 タイ プ A ; - ッ キ ン グ

6 班 タイ プ B ; 理想 の 通学か ばん

7 班 タイ プ A ; B S デ ジタ ル放送

8 班 タイ プ B ; 高校生の 好きな音楽

9 班 タイ プ A ; ネ ッ ト詐欺

* * * * * 情報 3 学期評価に つ い て * * * * *

3 学期情報の 評価は , 以 下 の ように つ けます｡ 必要な提出物を, 期限まで に確実に提出しな さ い ｡

提出先は ,

* 電子メ
ー ル の場合 t e a c h- a@ g a k u g e トh s . s e t a g a y a . t o ky o . j p

* W e b の 場合 各自の ホ ー ム ペ ー ジ ト ッ プ ペ ー ジ に ｢ 3 学期 レポ
ー

ト｣ と い うタイ トル で リ ンク をは る｡

* 印刷物の 場合 物理研究室 川角まで

締切 3/1 4 1 6 時

1 授業中で の 各班の 授業内容

内容, 表現 , 分 か りやすさ , 工夫など で総合評価

授業内容 に つ い て は ,
プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン , プ リ ントな どを作 っ た班は , こ れを ( 電子 フ ァ イ ル で) 提出する

( サ イ ズが 1 M 以下な らメ
ー ル添付で もよ い) . お 話しだ けで あ っ た班は , そ の 内容を , ホ ー ム ペ ー ジ , 電子メ

ー

ル
,
ワ

ー プ ロ 出力な ど で提 出｡

な お
,
い ずれ の場合も, 自分が ど こ を担当した の かを明確に 示して おく こと｡

2 各班が実施 した試験の個人結果

各班 で実施 した試験の 受験者の点数を1 00 点満点 で評価する ｡ こ の 点数は , 試験をや っ た各班 ごとに 表にし て 電

子メ
ー

ル 添付 フ ァ イル として 代表者が送る ｡

ク ラリ スまた はE x c e l の 表計算フ ァ イ ル とし,

フ ァ イ ル 名 ｢ 試験結果 A l 班｣ の 様にする ｡

そ の班が 提出をサ ボる と他の 人の評価が下が っ て しま うこ と に なりかね な い ! I

3 試験結果 に基づ く自分の 班の 授業分析 レポ
ー ト ( 全員が提出)

ホ ー ム ペ ー ジ , 電子メ
ー ル

, ワ
ー プ ロ 出力 , 手書き レ ポ

ー ト ( 手書きの はうが効果的 ,
ま た は止むを得な い場

合) によ る ｡ な お , 具体的で定量的なデ ー タ に 基づく分析で ある ことと し, 表計算な どを用い て分かりやすい レ

ポ ー トを作る ｡

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
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3 . 3 今後 の 教科教育の ための コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ トワ
ー ク環境

これま で の コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ トワ
ー ク の活用実践により , 教科教育での 利用価値 の 高さが認識され るように な

っ てきた｡ こ の ため , 今後はますます多くの 授業 で の コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ トワ

ー ク の 活用が増え る に 違 い な い ｡ こ

の 活用を支え るため には , 高速 ･ 大容量 の サ
ー バ ー と 高速

･ 広帯域 の ネ ッ ト ワ
ー ク が要求されて くる で あろう｡

特 に ,
こ れまで の 視聴覚教材よりもも っ と手軽 で使い 勝手の よ い 動画ク リ ッ プをデジタル フ ァ イル として サ ー

バ ー に 蓄え て おき, あらゆ る授業場面で 活用 で きるネ ッ ト ワ
ー ク構造を作り上 げて おけば , そ の 活用価値 はきわ

め て大きい ｡ 現在 の パ ソ コ ン シ ス テ ム は , 特別な知識や技能の 無い 者に で も, そ の ようなデ ジタル コ ン テ ン ツ を

作 る ことは容易 である ｡ お そ らく
一

番問題とな る の は , ネ ッ トワ
ー ク の 整備で あろう ｡ 端末や サ

ー バ ー な ど は ,

必要とな っ たときに最新 の機器を導入すれば間に合う｡ と こ ろが , ネ ッ トワ
ー ク に 関して は , たとえ校内だ けで

ち, 急 に は構築で きな い ｡
ま して や

, 地方自治体 ( 教育委員会) レ ベ ル で の学校間を接続するス ク
ー ル ネ ッ ト ワ

ー

ク ,
そ の ネ ッ ト ワ

ー クを国内 レ ベ ル で 統合的に接続す る エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン ネ ッ ト ワ ー ク とい っ た ( 本校教育工

学委員会が19 9 6 年度 の 附属学校部研究紀要で 提案 して い る) 学校数育用ネ ッ ト ワ
ー ク とな れば , 大規模 で徹密な

ネ ッ ト ワ
ー ク構想 と工事が必要とな る｡

本校教育工 学委員会で は , まずは各教科教育 に活用で きる動画ク リ ッ プを中心としたデ
ー

タ ベ
ー

ス の 構築 とそ

の 配信準備に 入る こ とと した ｡ 最終的に は , 本校 の 教育デ
ー

タ ベ
ー

ス を高速回線を使 っ て 日本 の あらゆ る学校が

自由に活用で きる シ ス テ ムま で育 て た い と考え て い る｡

i . 5 M 光 ケ ー ブ ル 回 線

O C N

o u t e r

1 G 光 ケ ー ブ ル 幹 線

2 s w it c h

第 一

閲 覧 室

第 二 閲 覧 室

大 体 育 館

第 一 体 育 館

第 二 体育館

本 育 研 究 室

1 G 光 ケ
ー ブ ル 幹;線

s w it c h

≡こ れ 以下 の 支 線 は

;全 て 1 0 0 B a s e

普 通教 豆 ｢
-
ー~

L J 一
-･ ▲

一

･ へ ⊥一
匝特 別敬 重
生 徒 指主# 垂

生 徒 会室

小 会ぎ義室

路 籍尊 重

実 習 生研 究 室

e t b e m e t O

以 下 , 校 内 回;瞭

2 s w i t c h

西 館

別 館 館

全 特 別 教 室

′J ､ 会 議 室

卓 球 壷

共 同研 究 室

コ ン ピ ュ ー

タ 室

L L 教 室

見聴覚 室

見聴覚 準 備 室

本 館 e t h e r n e t l

全 研 究 室

準備 室

…生徒 用 端 末
;コ ン ピ ュ ー タ室 . 視聴 覚 室 を…
子中心 に 約8 0 合
し ■ 一 一 ■ 一 _ _ _ 〟 _ ∫ _ _ _ _ _ " _

_ .
_ _

_ . _ _ _ _ _ _ _ . _ 〟 _ I
,

;生 徒 用 サ
ー バ ー

台

教官 用サ ー バ ー 台

;キ ャ ッ シ ュ サ ー バ ー台 ;

芦扱官 用 端 末

;全 研 究 室 な ど に 設i萱

可校長 室

報 コ ン セ ン ト設 置 圭

西 館 , 別 館 館

L L 教 室

L L 準 備 室

晃聴 覚 室

見聴 覚 準 備室

図3 . 3 校 内ネ ッ ト ワ
ー ク (20 0 0 年度)
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こ の た め の初期段階として , 校内に図3 . 3 に 示すよ うなネ ッ ト ワ
ー

ク を構築 した ｡ あ らゆ る部屋を最低で も

10 0 B a s e で つ な ぎ, 多数 の 同時ア ク セ ス や動画の ような高速 フ ァ イ ル 転送を要す る場面に も対応で き る環境と

た｡ こ れに つ なが る情報 コ ン セ ン トは , トイ レ と更衣室を除くあらゆる部屋に設置されて い る｡ こ の ね らい は ,

学校生活の あらゆ る場面で の コ ン ピ ュ
ー

タ ネ ッ ト ワ
ー

ク の活用環境を提供す るこ と にある｡ 特に , あらゆる教科

で これま で の 授業を支援する コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ
ー

ク環境を提供する こ と に ある ｡

3 . 3 . 1 フ 7 イ ル 配信の可能性

教科教育をよりよく実現するため に は, た と え コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ ト ワ
ー ク が使え て も, 使うため の 教室移動や

機器 の搬入 , 使用方法の 習熟など多くの 努力を必要とするの で は , 現実的な活用は ありえ ない ｡ テ レ ビ, ビデオ

や電話くらい 簡単 に使え るもの で なけれ ばい けな い ｡ しか も, 毎 日, 毎時間活用する こ とを考えれば, 必要な フ

ァ イル は必要な ときだけ端末上にあるの が よ い ｡ な お か つ ,
そ の 情報を生徒が家庭な どで復習にも使え る ことが

望ま し い ｡ こ れ ま で , 視聴覚教材を活用して も, そ の 多くは授業中に 見聞きするだ けで , 復習 の 際 に 再度生徒自

身が そ の 教材を利用 する ことは困難で あ っ た ｡

こ の ような条件を満 たすような シ ス テ ム 開発はまだ されて は い な い ようだが , 校内ネ ッ トワ ー ク で あれば ロ ー

コ ス ト で のV O D ( ビデオ オ ン デ マ ン ド) シ ス テ ム やO D PS ( オ ン デ マ ン ド プ ロ グラ ム サ ー ビ ス) シ ス テ ム

は実用化され て おり , 今後 の 発展 は期待で きる ｡ そ の
一

例をS o f t O n N e t 社 の製品か ら見てみ るo

(1) e z s γO D

V OD サ ー バ ー

Wi n d o w s 20 0 0
,
N T

P e n t i u m 5 00 M H z 以 上

R AM 51 2 M B -

N PE G キ ャ プ チ ャ
ー ボ ー

ド

V OD ク ラ イ ア ン ト

W i n d o w s 9 5 , 98
,
20 0 0

,
N T

P e n ti u m 13 3 M H z 以上

R A班32 M B -

こ れ で , 最大 8 時間連続再生 ( もちろん それ なりのE D 容量 は必要で ある) , M PE G デ
ー

タ の 高速S t r e a m i n g が 可能

で
,
1 サ ー バ ー

に6 0 台ま で の クラ イア ン トが接続 で きる｡ もちろん ,
V O D と 同時に イ ン タ

ー

ネ ッ ト接続も可能で

ある｡ 普通 の 授業場面 で は ,
こ れほど の V OD 能力は要 らな い が , 語学学習や自学自習な どに は有効かもしれな い ｡

(2) AM S Z i g g i t

こ れ はOI)P S の 例 で ある｡ サ ー バ ー もク ライ ア ン トも(1) に 示す水準 で よ い ｡ 主 な働きは , ク ラ イア ント側のW e b

B r o w s e r か ら の要求で , O nD e m a n d で ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム ( ワ ー プ ロ
, 表計算, マ ル チ メ デ ィ ア ソ フ トな

ど何 で も可能) を配信 し, 終了時に は再利用 できな い状態とする ｡ プ ロ グラ ム をクラ イア ント に イ ン ス ト ー ルす

る の で はな い が , ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム そ の もの は, ク ラ イ ア ン ト上で 動作するの で ,
サ ー バ ー との 交信

がなく ,
サ ー バ ー や ネ ッ ト ワ ー ク へ の 負荷が 少な い ｡ ク ラ イ ア ン ト数が増え るとそ の シ ス テ ム セ ッ トア ッ プや バ

ー ジ ョ ン ア ッ プ だ け で も大変な作業とな るが ,
OD P S に よりそ の 必要性は無くな る｡

3 . 3 . 2 校外ネ ッ トワ
ー ク の 高速化の可能性

本校校内ネ ッ ト ワ
ー ク は1 00 B a s e に した もの の , 外部 と の接続は1 . 5北の ままである . もちろん; 現在 の と こ ろ ,

こ れ で十分に機能 して い る ｡ しか し, 先 に 述 べ た ような動画ク リ ッ プ を中心 とするデ
ー タ ベ ー

ス の 提供を家庭の

生徒や他校にま で 提供するの な らば, 将来的に はさ らに高速な回線が必要 とな っ てく る｡ 日本 の ネ ッ ト ワ - ク環
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境 の 現状は どうな っ て い る の だ ろうか｡

(1) 岡山市地域情報水道構想

国内で は , 長岡市や岡山市な どいく つ か の 地域 で , 地方自治体が 主体と な っ て , 1 0 0M 以 上 の ネ ッ ト ワ ー ク が構

築 され つ つ ある ｡ こ の 計画で は , 各家庭に1 0 0加の 回線を月額2 00 0 円 で提供する こ とに な っ て い る ｡ 公共事業 とし

て ネ ッ ト ワ ー ク を構築し ,
ユ ー ザ ー を多数確保すれば, こ れを対象と したあらた なI T 産業が生まれる ｡ そ ん な構

想 で ある｡ 以下に , 直接岡山市に 視察に行 っ た 田中義洋教官, 安井崇教官か らの , 視察報告概略を示す｡

岡山市地域情報水道構想実験の 概要に つ い て説明を受ける｡ ケ
ー ブ ル テ レ ビの 恩恵を受 けて い な い , 御南地区

と西大寺地区で ,
モ ニ タを1 0 00 世帯募集 して 実験を開始す ると こ ろ で , 3 月末か ら始動す ると の こ と｡ 光 フ ァ イ

バ で , 家庭は 1 0 0 MB / 秒, 学校
･ 事業所 は 1 G B / 秒 で ,

つ な ぐと い う｡

そ もそ も, 2 1 世紀に岡山市は , リ ッ トシ テ ィ を目指 して い る ｡ ｢ リ ッ ト ( L i t) ｣ と は英語の ｢ ラ イ ト(Li g h t) ｣

の 過去分詞形で ,
｢ 光化された ｣ と い う意味 ｡ リ ッ ト シ テ ィ とは , 光 フ ァ イ バ に よりネ ッ トワ

ー ク が整備され た

情報都市を表 して い る ｡ 現在 , 世界 中の 自治体が光 フ ァ イ バを活用した情報ネ ッ ト ワ
ー ク の 整備を進め っ っ ある

中で , 岡山市も産学官が 一

体 とな っ た魅力ある都市づ くり ,
地域経済 ･ 地域社会の 活性化を目指 し, 産業発展の

原動力と なる ｢L i t C i t y 岡山｣ を実現して い こ うと して い る ｡ そ の き っ か けは , 岡山市長の 萩原誠司氏が姉妹都

市で ある アメ リカ の カリ フ ォ ル ニ ア州サ ンノ ゼ市を訪問した際に , そ の 光 フ ァ イ バ網 の 様子を見 て , こ れか ら の

時代は , 情報が鍵を握る と直感した こ と に よる と い う｡

｢ 国際
･ 福祉都市｣ を目指す岡山市で は,

1 . 笑顔が集う中心市街地の 再生

2 . 生きる力を育む教育の 充実

3 . 岡山を活かす環境の 整備

4 . 人 が ふ れあう福祉社会づくり

5
. 世界 に 自慢で きる国際都市の実現

とい う5 大目標を達成するため に , 家庭 ･ 事業所等 に光 フ ァ イ バ を活用した情報ネ ッ ト ワ
ー ク網を整備する実験

モ デ ル事業 ｢ 岡山市地域情報水道構想｣ を進め て い る ｡ 岡山市で は, ｢ リ ッ トシ テ ィ ｣ を合言葉に , 市民が気軽

で身近 に情報を利用で きる街をめ ざして 各種事業を展開して いく こ と で , ｢ L i t C i t y 岡山｣ を広くア ピ
ー ル し た

い と して い る｡

な お , 詳細は , 以下 の ア ドレ ス を参照された い ｡

h t t p :/ / w w w . c i t y . ok a y a m a . o k a y a m a . j p/ i nd e x # t o p/li t c i t y # t o p . h t m

こ の 計画 で最 も遅れ て い ると思わ れる の は, 高速回線を活用するに 値す る コ ン テ ン ツ開発で ある｡ 本校が開発

しようとして い るもの は , ち ょ うど こ の コ ン テ ン ツ に 当た る｡ 教育情報 コ ン テ ン ツ を活用 しようと して い る岡山

市学芸館高等学校の 視察に つ い て の 概要報告を以下に 示す ｡

岡山市学芸館高等学校は , 普通科 , 英語科, 食物調理科か らな っ て おり, 各科 に よ っ て ,
コ ン ピ ュ ー タ や情報

に 関する教育の ス タ ン ス が異な るようで あ っ た ｡

まず , 普通科はさ らに , 特別進学 コ
ー

ス
, 吹奏楽特別 コ

ー

ス
, 美術デザイ ン コ

ー

ス , 総合 コ
ー

ス に 分かれ , 莱

術デザ イ ン コ
ー

ス は
,
1 人 1 台 の マ ッ キ ン ト ッ シ ュ を完備 し ( CG 教室) , C G の 基礎をはじめと して , 3 D ソ フ ト

や より高度な画像編集を扱い , CG 系 の 生徒 の場合, ｢ コ ン ピ ュ
ー タ 造形｣ ( 4 単位) が , 2 , 3 年生 で必修にな

っ て い る｡ マ ッ キ ン ト ッ シ ュ は , 7 60 0 を使 っ て おり , 予算 の 関係で , こ の 4 月 か らは , ウ イ ン ドウズ マ シ ー ン と
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の 混在 に な らざるを得ない と い う こ とで あ っ た ｡ 美術デザイ ン コ ー ス の生徒は , 美術工芸部に所属する ことにな

っ て い るた め
, 放課後も, 熱心 に作品製作 に取り組ん で い ると の こ とで ある｡ 事実 , 美術 デザイ ン コ ー ス の 教室

や , 廊下 に は , 卒業生の 作品が所狭 しと並ん で い た ｡

な お
, 普通科 の他の コ ー

ス に 対して は , 入学直後に 3 ,
4 時間 コ ン ピ ュ

ー

タ の 使 い 方を指導する程度で , よう

やく昨年の 秋に , 全員 に メ
ー

ル ア ドレ ス を与え ,
こ れからで あるとの こ と｡ な お , 美術デザイ ン コ ー ス 以外 の コ

ン ピ ュ ー

タ はす べ て ,
ウ イ ン ドウズ マ シ

ー

ン で
, 第

一

電算室と, 第 二電算室に , 各4 5 台程度ず っ 配置されてい る

( ただし , 第
一

電算室は改修中で した) 0

ま た
, 英語科 は , 入学時に コ ン ピ ュ

ー

タ を各個人に購入 してもら っ て おり, メ
ー

ル そ の 他 で 活用して い た ｡ 英

語科専用の イ ン タ
ー

ネ ッ トル
ー

ム が あり , 各個人の コ ン ピ ュ ー タ をネ ッ トワ ー ク に つ な げるような形 にな っ て い

た｡ 多く は, ノ
ー ト型 の 購入を勧めて い たが , 耐久性で デス ク ト ッ プ の購入を勧め た年もあるな ど, 試行錯誤 し

て い ると こ ろもある｡ ちな み に , 英語科は ,
2 年次に ,

オ ー

ス トラ リア に 1 年間留学する ことに な っ て お り, そ

こ で もイ ン タ ー ネ ッ トの 活用が成果をあげるの に役立 っ て い ると の こと｡

な お , 食物調理 科は ,
｢ 家庭情報処理 ｣ ( 1 年生 2 単位) の 中 で , 第

一 電算室か , 第 二 電算室を使 っ て
,
｢ 一

太郎｣ を中心 とした ソ フ トを使 っ て ,
い ろ い ろ と実習をして い る｡

見学は して い な い が , 図書館に も, ウ イ ン ドウズ マ シ ー ンが 入れ られており , さま ざまな形で , 活用されて い

る ｡

生徒用端末数と し て は ,
ウ イ ン ドウズ マ シ ー

ン が 13 2 台, マ ッ キ ン ト ッ シ ュ が40 台 で ある｡

岡山市地域情報水道構想実験の 西大寺地区の 中核校と し て , 光 フ ァ イ バ が接続され て おり, 今後, 教育用の コ

ン テ ン ツを開発 して い きた い と の こ と｡

岡山市地域情報水道構想実験とともに , 今後 の い ろ い ろ な取り組みが楽 しみ な , 活力 の ある学校で あ っ た｡

な お
, 詳細 は , 以下 の ア ドレ ス を参照された い ｡

h t t p : // w w w . g a k u g e i k a n . e d . j p/

(2) 世 田谷地区の ブ ロ ー ドバ ン ド

岡山市などの 公共事業に対して , 東京都内で は商業ベ ー

ス で の 10 0 M 回線が構築され つ つ ある｡ 世 田谷地区か ら

始ま っ て い る の は
, 有線 ブ ロ

ー

ドネ ッ ト ワ
ー

ク ス の 回線 で ある ｡ こ の 場合 , lo o k , 1 0 I P に 対 し て月額9 80 0 円,

5 I P に 対 し て4 8 0 0 円 と して い る｡

こ の 料金と速度で あれば, きわめ て 現実的な動画 コ ン テ ン ツ配信が可能で あり, 家庭 で の受信も現実的で ある｡

本校 と附属世田谷小学校や中学校とはやや地理 的に ほなれて い る ｡ しか し, こ の 水準の ネ ッ トウ
- ク で学校間を

結ぶ こ とが で きれば, 現在進行中の 小中高校の 一

貫教育も, 時差も距離差も解消され る部分は少なか らずある｡

一

貫教育で の 地理的な壁を, 高速回線が取り除い てくれる可能性がある ｡

もちろん ,
こ の 高速回線が国内の 教育機関を結ぶ ようになれば, 日本 の 教育に 大きな変革が 起こ るか もしれな

い ｡

4 . 教 科 数 育 と 情 報 教 育 の 関連

4 . 1 教育の情報化によ っ て目指すべき目標

教育の 情報化に よ っ て目指す べ き目標を各学校段階 ごとに見て い く0 ｢ 教育 の 情報化｣ 報告で は ,

｢ 各学校段階にわ たり, す べ て の 教科等の指導に おい て , 児童生徒が コ ン ピ ュ
ー タ ･ 情報通信ネ ッ ト ワ

ー ク等

の情報手段を積極的に活用 しなが ら, 主体的に学び考え , 自分 の 意見を積極的に主張して授業に参加できるよう
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な学習活動を充実す べ き ことが期待されて い る ｡ ｣ とした上で , 子供 たちが ど の 様 に 変わ っ て いくかを以下の よ

うに考え て い る ｡

｢ ･ 小 学校 の うちに, す べ て の 子 どもたちが コ ン ピ ュ
ー タ ･ イ ン タ

ー

ネ ッ ト等をごく身近な道具として 慣れ

親 しみ , 何 の 抵抗感もなく自由に使 い こ なせ るようにする｡

･ 中学校を卒業するまで に , す べ て の 子どもたちが コ ン ピ ュ
ー

タ ･ イ ン タ
ー

ネ ッ ト等を, 主体的に学び他

者と コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を行う道具として積極的に活用で きるように する ｡ -

･ 高等学校にお い て は, コ ン ピ ュ
ー タ ･ イ ン タ ー ネ ッ ト等 の活用を通 じて , 子どもたちが主体的に学び考

え , 自分 の 意見を積極的に主張で きる能力を
一

層伸ばすとと もに , 海外との 交流も含め た多様な目的の

た めに ,
より高度 に活用でき るようにする ｡

･ 小学校 の うちか ら子どもの発達段階に 応じ て , 情報 モ ラ ル に 関する指導を充実させ るとともに ,
豊 か な

人間性を育む ｢ 心 の 教育｣ も
- 層 の 充実を図る｡ ｣

4 . 2 各教科 (科目) か ら の デジタ ル コ ン テ ン ツ 提案

ほぼす べ て の 教科 ･ 科目か ら, 普段か ら授業で 必要と考え られ て い る映像, す で に 開発されて おりデジタ ル化

する価値が あると考え られるもの が , 多数提案され て い る ｡

教科 によ っ て す で に いく つ か の テ
ー

マ に 絞 られて い る場合与 ある程度絞 られて い なが らな おか つ ア イ ディ アも

併記 したもの な ど様 々 で ある｡

多く の コ ン テ ン ツ は ,
デ ジタル化された動画で あるが ,

3 0 秒 か ら長くて も3 分以内の ビデオク リ ッ プを中心と

して 開発する｡ 可能な限り, コ ン ピ ュ
ー タ上 で の デ ジタ ル ノ ン リ ニ ア 編集を本校教育工学委員の 手により, 完成

させ る｡ こ の 際, 必要に応じ て , 各企業の 力を借りられ ればと考え て い る ｡ ｡

今後, ネ ッ トワ
ー ク を通 じて出来るだけ多くの 学習資源を配信で きるデ ー

タ ベ
ー

ス を構築す るために は ,
全国

の小学校 , 中学校 , 高等学校の 教員が , 自ら必要とするもの を自ら開発して い ける環境が望ま しい ｡ もちろん ,

多く の 教員は 日 々 の 生徒指導に 追われ, そ の ような時間はきわめ て とりに くい ｡
しか し

,
全国規模 で考えれば ,

少 なか らぬ学習材の開発能力はあるに 違い な い ｡

ま た次 の ような こ とを意識 した コ ン テ ン ツ提案 とな っ て い る｡ 中等教育の 現場は , 各教科担当者が授業を行う

ため 同じ学校の 中で も教科間の壁がある ｡ より合理的に 学 べ るよう現在 の教科の 形態が あるわけで ある ｡ 実際の

と こ ろ ど の 教科に もそ の 内容に総合的な要素が多くある｡ そ して 我 々 は日頃か ら, ど の よう に し て 生徒が興味を

持 っ て い る事柄と関連づ けて , 各教科内容を伝え るか を工 夫し て い る ｡ し か し実際の と ころ ,
そ の 興味関心事も

生徒に よ っ て さまざまで あり, 個 に応 じた教科間の隙間を数多く提示するの は困難で ある ｡ 今回の プ ロ ジ ェ ク ト

が , 単 に教科単位の 研究開発にと どま っ て しまえば
, 最終的に教科間の 壁を残 した コ ン テ ン ツ の み にな っ て しま

う｡ こ れは, ク ロ ス カ リキ ュ ラ ム の必要性 , 総合学習重要性が生か されな い だけで はなく , 日常的な各教科の 授

業の 中で 重視する要素が抜け落ちて しまう恐れが ある｡ ま た そうい っ た教材は , 他教科の ジ ャ ン ルに入るもの で

ある こ とが多く,
-

教科 の 教員が教材 と し て準備 しに くい もの で ある｡ こ こ に あげた もの は , 各教科の 縦軸とな

るそれぞれの 専門的内容の み で なく教科を桂に つ な ぎそ の 隙間に ある重要な要素を割り出し, 立体的な授業を可

能 とす る, 現場教員が まさに 必要と して い る コ ン テ ン ツ の 提案で ある｡

4 . 2 . 1 国 語

現代文

｢ 羅生門｣ の 教材化
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芥川龍之介の ｢ 羅生門｣ は高校 1 年生の 定番教材で あるo こ の小説の 舞台で ある羅城門に つ い て の イメ ー ジを

明確に措く ことが作品理解に欠か せな い ｡ しか し, 実際 に生徒が抱くイメ ー ジ は非常に卑小な もの で ある ｡

国語便覧に復元模型の 写真が載 っ て い るが , 小 さ な写真か らそ の 大きさを実感す るの は難 し い ｡ さらに ,
｢ 羅

生門｣ は荒廃 した門で ある の に , 写真は新築の 門で あり, 参考 にならない ｡

そ こ で
,
C G に よ っ て 荒廃した羅城門を見せ , 実際に門の 中を動き回る ことができ るようにする｡ こ の ことに よ

り怪奇性がい っ そう高まり, 主人公で ある ｢ 下人｣ の行動の 緊迫感を理解する こ とも容易にな る｡

｢ 舞姫｣ の 教材化

森鴎外の ｢ 舞姫｣ は , 擬古文で ある こ とが 理解を困難に し て い る ｡ ま た , 明治時代 の 日本をイメ
ー ジ できず,

従 っ て
, 留学 した ヨ

ー

ロ ッ パ 第
一

の 都 ベ ル リ ンを見た主人公の 驚きの 感覚を共有す るこ とも困難で ある｡

そ こ で当時の 日本の様子を写真や動画で示し, 併 せ て ベ ル リ ン の様子を示す こと で , 当時 の 日本人が抱い た欧

米との 格差 に つ い て 視覚的に理解させ る ことが でき る｡

古典

教科書 で は図版の 数が厳しく制限されて お り, ま た , カ ラ ー

版 の使用にも限界が ある｡ 絵を通 した享受が主で

あ っ た と思われる古典作品に つ い て , 絵巻や挿絵を原色に 近い形 で全巻提供 し , 詞書も読め る字体に 直したもの

を作成す るこ とで , 作品が享受 された時代に 近い 形 で作品に触れ , そ の 魅力を追体験させ る こ とをね ら っ て い る ｡

現在 の 漫画の 楽しみ方と大きく違わな い こ と に 気付くこ と で , 古典 の 魅力を知る こ とが で き, 文章そ の も の へ 挑

戦す るき っ かけを与え られよう｡ こ れ は , 生涯教育の 視点からも有意義で あり , ま た , 人間 の心を推 し量る こと

に も つ なが っ て こ よう ｡

信貴山縁起 (飛倉) , 御伽草子 ( 浦島太郎) , 南総里見八犬伝 , 源氏物語絵巻 ｡ これらはす べ て静止画｡ 動画

として は
, 作品 の舞台とな っ た地 の 現在の様子 ｡ 八犬伝や源氏物語絵巻で は , 映画や歌舞伎の 舞台を参照でさる

よ うにす る｡ 第 1 年次は , 南総里見八犬伝と信貴 山縁起に つ い て , そ れぞ れ, 絵巻や挿絵をす べ て詞書や本文と

ともに撮影す る｡ そ して , 詞書や本文を現代 の字体に して貼り込む｡ 現在 の 舞台の 地を見 られ るように組み込む ｡

作品中の登場人物の 視点で場面を見 られるように 加工する｡

4 . 2 . 2 地 歴 . 公民

日本史 ･ 世界史 ･ 地 理 ･ 公民ともに

｢ ビジ ュ ア ル資料 に もとづ い て豊か なイメ ー ジを喚起する学習教材の 開発｣

日本史

現在 , 歴史学習 は教科書, 資料集など文字 , 画像資料に よるもの が中心に な っ て い る｡ 当然 の こ となが ら , 教

材が過去に存在した もの で , 今日失われて い る場合に は , 体験的な理解は できな い ｡ しか し, 最近 で は博物館等

で復元資料に よ っ て , 当時 の 様子を追体験 で きるような展示をする例が増え て い る｡ 今回 の 研究 で は ,
コ ン ピ ュ

ー

タ ･ グ ラ フ ィ ッ ク によ る歴史資料の 復元 , そ の 教材化に よ る シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 体験を通 して歴史学習の 深化を

目指 してい る ｡

日本史の 新学習指導要領 におい ては , 従来型の 通史の 講義だけで はなく, 今 日的関心 に基づ い て テ ー マ 別 に歴

史を掘り下 げるこ とが重視 されて い る ( 日本史 A ･ 日 本史 B 2 内容 歴史の考察) ｡ ま た , 歴史教育の 現場

で は
, 子供 の過去に対す る関心そ の ものが 急速に 失われて きて い ると い う こ とが , 近年 しば しば指摘され て い る｡

こ うした状況に 対応 して ,
と かく現在の 事象

･

流行 の み に目を奪われがちな生徒の 興味関心を歴史的世界に導い

- 1 50 -



て い くた め に は , 過去 の 世界を臨場感を持 っ て追体験できるような新しい 教材の 開発が必要で あろう｡

そ こ で こ こ で は多くの 教科書で取り上げられて い る こ とに加え ,
しばしば時代を画する大きな切れ目とな っ て

きた戦争 と , 都市化の進展した今日の 社会で 生きる生徒に と っ て比較的関心の 持ちや すい ( し たが っ て
, 歴史の

世界 へ の 導入教材として適切な) 都市に注目 して歴史の世界を再現 した動画資料を作成する こ と提案したい ｡ な

お , 戦争や都市に つ い て は , 近年新 たな研究や発掘が相次い でおり , 内容 の意外性とい う点か らも生徒の 関心に

応え る こ とが で きると考え られる｡

< 戟場 の 歴史 >

1 戦う弥生人

環濠集落 ･ 高地性集落の遺跡の 発掘時の状態と防御施設 ･ の ろ し等 の 復元映像 ｡

2 武器 の 誕生

縄文時代と弥生時代の 鑑を復元し, 殺傷力の 比較実験を行う映像 ｡

3 平家物語の 世界

そ の実像馬や武具, 戦争 の 段取りな どを正確 に考証した復元映像 ｡

4 戦場は稼ぎの 場

戦国時代の 雑兵 ･ 足軽 の 視線 で みた戦国時代の 合戦場の 復元映像｡

5 子 どもの 見た西南戦争

子 どもの 視線 で みた西南戦争の 時の 熊本市街, 西郷軍の評判の 復元映像 ｡

< 都市 の 興亡 >

1 古代都城 の世界 藤原京 ･ 平城京 ･ 平安京の 町並の 再現映像と比較検討の 資料 ｡

2 黄金 の 都平泉の興亡

3 十三湊の 隆盛と没落

4 戦国城下町の 興亡
一

乗谷 の 建設
･

町並
･

滅亡 の再現映像 と現在の 様子 ｡

5 天下布武の 中心 安土 安土城と城下町の復元映像 ｡

6 本願寺か ら大坂城 へ 石山本願寺 , 豊臣秀吉の 大坂城 , 徳川幕府の 大坂城 , 昭和 の 大阪城の 比較 ｡

7 神 田上水の 建設 江戸の上水道神田上水は どの ように作 られたか ｡

8 江戸か ら東京 へ 参勤交代の 中止 , 幕末 の 治安の 悪化 , 戊辰戟争 ,
｢ 遷都｣ の経過を映像で復元 ｡

9 城下町が 村に な る 県庁所在地な どにな らなか っ た城下町の 衰退や城の 破却を映像で 復元 ｡

< 都市に暮らす人々 >

1 長屋王邸の 1 年 木簡な ど の 史料に もとづく復元映像 ｡

2 右衛門尉
一

家 の 生活 『新猿楽記』 に登場する家族の 生活を主人右衛門尉が紹介す るス タ イ ルで映像化｡

3 塞が 足らな い 町江戸近世の 墓地遺跡の 解説と日用層の 生活の 再現映像 ｡

4 人力車夫の 1 日 都市下層社会の代表的職業だ っ た人力車夫の 1 日を映像化｡

5 田園調布 田園調布開発 の い きさ つ の解説と , 現存建物を利用 した文化住宅の 生活の 映像化 ｡

< 歴史 の 中 の 旅 >

さまざまな旅行
･

移動に つ い て , 再現映像と現況を組み合わせ た映像を作る ｡

遣唐使 琉球王国の 貿易船と久米村の 人々 の 生活
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北前船 幕末 の海外留学 南米移民

< 抵抗の 作法 >

さまざまな時代の
-

撲 の模様を絵図 ･ 巻物な どを利用して再現｡
-

撰 の 際 の 持ち物や音などをなる べ く正確に

考証する

土 -

撲
一

向- 摸 百姓
- 挨 飢健とうち こわし

世直し
-

授と新政反対
一

挨

< 衣食 ･ 芸農 の歴史 >

1 女 は こうし て 女 に な る 服装の歴史女性の 服装の 時代 ごとの変遷 の再現と男女の 違いが 服装に どの ように

表現されて い るか の解説

2 北海道産 こ んぶ の旅 海連の 発達 と こん ぶを使 っ た料理 の 広が り, 各地 の 料理 の 違 いを映像にまとめる

3 ブ ー ム は歌舞伎か らや っ て くる 歌舞伎から宮地芝居, 寄席 へ と広が っ て江戸時代の 流行の あり方を , 佐

倉宗吾郎を例に解説する｡

< 民衆 の イメ ー ジの 世界 >

1 黒 い 幻 の 船 ペ リ
ー

来航が 人々 の 目 に ど の ように映 っ た か , 当時 の錦絵 (天狗の顔をした ペ リ
ー な ど) 杏

利用して イメ
ー ジ映像 にまとめる

2 コ レ ラ襲来 明治初期の コ レ ラ の 流行や政府 の コ レ ラ対策が人 々 の 目 に ど の ように映 っ た か , 当時の 錦絵

( トラと し て 描かれた コ レ ラな ど) を利用して イメ
ー ジ映像にま とめ る｡

3 天皇 の イメ
ー ジ 戟略明治天皇の 写真 と ｢ 御真影｣ の 違 い を明らか に して , 天皇が どの ようなイメ

ー ジを

人 々 に 植え付けようと して い たかを解説する ｡

4 ｢ 弁士中止｣ 演説会の パ フ ォ
ー

マ ン ス 自由民権運動の 演説会の 様子を映像 で再現する とともに , ≡

田演説館な どを紹介｡

5 歩きまわ る天皇 地方巡幸の効果 明治天皇と昭和天皇の 地方巡幸の 再現な らびに 解説映像｡

< 新 しい 歴史の 調 べ 方 >

1 土器 の 破片か らなぜ年代が わ かる の か

炭素1 4 法 な ど の 自然科学的な年代測定法の 解説映像 ｡

2 稲 は ど こ か らや っ て きたか

プ ラ ン ト ･ オ パ ー ル の 分析な ど, 新 し い 分析方法の 紹介と最新の 稲作起源論の 紹介 ｡

3 古墳は こ うし て作 られた

大仙陵古墳の 建設過程の 再現映像 ｡

4 あな たは誰 ?

｢ 足利尊氏像｣ の モ デル ｢ 足利尊氏像｣ を使 っ て肖像画の分析方法を見せ るとともに , 本当の モ デルが誰か

を解明す る｡

5 天守閣の な い 城

_
中世城郭を歩く八 王子城の 現状と再現映像 ｡

6 絵 に か かれた戦争

第 2 次世界大戦中の 大型戦争画の 解説 ｡
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世界史

以下の ようなテ
ー マ

1 , 都 市 の 構造と歴史

古 い歴史を持 つ 古代か ら現代まで の 都市の 姿の 変化 (建築物 , 道路など の 変化) を C G で表現して ある教材 ｡

世界史授業の 中で よく使う都市には

ヨ ー ロ ッ パ 方面 ロ ー マ
,
ロ ン ドン , パ リ, ベ ル リ ン, ウィ

ー

ン

ア ジ ア 方面 イ ス タ ンプル , カ イ ロ ,
バ グダ ー ド, 北京 , 広州 , 西安 (長安) , ソ ウル イ エ ル サ レ ム

ア メ リ カ方面 メキ シ コ シ テ ィ ー

,
ニ ュ ー ヨ ー ク な ど

2 , 古代遺跡 の再現C D

英語 で言え ば ｢ N o w a nd t h e n ｣ と い うか , 現在保存されて い る遺跡をC G を使 っ て再現 した もの

例 パ ルテ ノ ン神殿 , 秦 の 始皇帝陵墓 ,
カ ラ コ ル ム ( こ の 3 つ はN H K に あり) ,

ペ ル セ ポ リ ス ,
バ ビ ロ ン

,
テ ル - エ ル エ ア マ ル ナ

, ク ノ ッ ソ ス , ミ ケ
ー

ネ ,

ト ロ イ ,
フ ォ ノ ロ マ

- ノ
,
コ ロ ツ セ ウ ム

, 水道橋 ,
ア ッ ピア 街道 ,

ロ マ ネ ス クや ゴ シ ッ ク様式の 聖堂の C G

ハ ラ ッ パ ー

,
モ エ ン ジ ョ ニ グ ロ , 仰紹 , 竜山, 河栂渡 , 良渚な ど

3 , 古代か ら現現代ま で の 衣食住環境の 変化をC G 化した もの

衣 中国 , イ ン ド, 西 ア ジア, ヨ ー ロ ッ パ における古代, 中世, 近世 , 近代 , 現代 の 男女の 衣装の 変化を具体化

す る｡

単純な歴史的変遷のC G で もよ いが , 階層別の 衣装 , 衣装を着た人間の 3 次元C G , 衣装 の 変化の 意味 - -

女性の ス カ ー ト長さか ら女性解放運動が 理解で きたり, キ ュ ロ ッ ト姿 の 貴族と長ズボ ン ( サ ンキ ュ ロ ッ ト) を

比較して フ ラ ン ス 革命に お ける敵対的階層 の 別を認識で きるようなもの , さらに 色が持 つ 階級差な どが認識で

きる こ とが 理想 である ｡

食 ヨ
ー ロ ッ パ で言え ば中世 , 近世 , 近代 における上流階級の 料理 の 内容変化と食事作法な どが理解 できるCG ｡

砂糖 , 茶 ,
コ ー ヒ ー

, カ カ オ ( チ ョ コ レ ー ト) な どの原料か ら製品まで の 過程と ヨ
ー ロ ッ パ における噂好品の

摂取方法の 変化を具体化したもの ｡

新大陸作物 , 例え ばジ ャガイ モ , ト マ ト, とうもろ こ しな ど の そ の はか の地域に 伝播 した時の調理方法の変

化が 理解 できるもの ｡

住 ヨ ー ロ ッ パ
, 西 ア ジアイ ス ラ ム 世界 ,

イ ン ド
, 中国な ど の 古代 , 中世 , 近代 な ど各階層の 住居形態を3 次元

CG 化 したもの ｡ こ れに よ っ て生活形態や家族構成 , 子 どもの あり方 などが認識 で きる ｡

4 ,
｢ ま な ざし｣ の 理 解 の ため のC G

大航海時代以前 の ヨ ー ロ ッ パ の ア ジアや新大陸 へ の ｢ ま なざし｣ ｡ 19 世紀帝国主義時代 における ヨ ー ロ ッ パ の

ア ジアやオ セ ア ニ ア に 対す る ｢ まな ざし｣ な どをC G を使 っ て再現す る｡

逆 に ア ジ ア か ら の ヨ ー ロ ッ パ 認識 も必要 で ある (異文化交流や ネ ッ ト ワ
ー

ク の 形成と関連して)

5
, 戦闘 ･ 戦争 の 場面の C G化
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古代か ら現代まで の 戦闘
･ 戦争をC G 化 して 戦闘経過を理解できるように した もの ｡

例 , サ ラ ミ ス の海戟, マ ラト ン の 戦い , イ ッ ソ ス の戟 い , ア レ クサ ン ドロ ス 大王 の東征ペ ロ ボ ンネ ソ ス戦争

や ペ ル シ ア戦争の 経過 , ト ウ
ー

ル - ポ ワ テ ィ エ 間の 戦 い

レ バ ン トの海戦な ど古代か ら, 現代ま で の 戦闘 , 戟争場面の再現

6 , 歴史上の技術の 再現C G

産業革命以後はイギリ ス を中心に産業考古学が発達して い て , 技術 の保存が 行われ, 機械や道具などの 再現も

容易に な っ て い る ｡ しかし中世まで の ヨ
ー

ロ ッ パ や ア ジア の技術や発明は再現 で きな い ことが多い ｡ それをC G を

使 っ て 3 次元 の 世界で再現して どの ような発明かあるい は機械が ど の ような仕組み で動くかを具体化する｡

政治 ･ 経済

ニ ュ
ー ス 画面 の ｢ 資料映像｣ にあた る動画フ ァ イ ルを説明の 補助と して各項 3 分 - 5 分 で見せ る こ とを想定 ｡

各社教科書との 対応可 ｡

1 政治とは何か

1 . 1 政治 の意義

ア ウ シ ュ ビ ッ ツ な どの 強制収容所の 映像

東京 へ の 核爆弾投下の シミ ュ レ ー シ ョ ン 映像

核の冬の 様子

1 . 2 匡l 内政治における闘争
･ 実力行使

国会の 強行採決と乱闘

成田空港建設時の 衝突

1 . 3 国際政治における闘争 ･ 実力行使

キ ュ
ー バ 危機におけるケネディの 決定

アメ リカ ･ ソ 連 の 核開発競争

2 政治 の実際

2 . 1 国会審議の過程

2 . 2 裁判所 の手続き過程

2 . 3 内閣閣議の シミ ュ レ ー

シ ョ ン

3 選挙 の実情

3 . 1 英国 の 下院議員選挙

候補者決定過程

選挙運動

腐敗防止法の 実態

3 . 2 米国大統領選挙

予備選挙 ･ 本選挙の過程

3 . 3 日 本 の 選挙運動

4 経済活動 の実態

4 . 1 大規模工場に おける生産の 様子

4 . 2 高校生ア ル バ イ ト労働の 現場

4 . 3 エ ネ ルギ ー の 生産と消費
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5 日本 の 資本主義経済発展過程

5 . 1 金融恐慌 ･ 昭和恐慌

5 . 2 植民地形成過程

5 . 3 戟後 の 経済と生活実態

5 . 4 朝鮮戦争特需

5 . 5 高度経済成長

5 . 6 経済統計 グラ フチ ャ
ー

ト

6 市場経済

6 . 1 生鮮食料品の価格変動

6 . 2 株価変動チ ャ
ー

ト

7 国際経済

7 . 1 世界恐慌時の 企業 ･ 庶民 の実情

7 . 2 世界恐慌時の 株価 ･ 物価指数 ･ 企業倒産件数 ･

失業者数な ど の 経年変化チ ャ
ー ト

7 . 3 1 99 0 年代後半アジア経済危機の 統計

8 公害

8 . 1 被害者の 実情

8 . 2 裁判 の様子

9 雇用動向

9 . 1 失業率推移

9 . 2 女子労働の 分析チ ャ
ー

ト

1 0 福祉

1 0 . 1 北欧 に お ける在宅福祉
･

施設 の 実情

1 0 . 2 日本 におけるホ
ー ム ヘ ル パ

ー

デ イ ケ ア セ ン タ ー ･

シ ョ
ー ト ス テ イ の実情

現代社会 ･ 倫 理

1 環境 ･ 家族 ･ 情報 ･ 消費 ･ 生命等 ト ピ ッ ク別 フ ァ イ ル

2 民主主義
･ 人権

･

責任
･ 正義等テ

ー

マ 別 フ ァ イ ル

3 統計学に もとづく資料処理
･

分析方法解説 フ ァ イル

4 科学史 ･ 科学哲学に関する資料 フ ァ イ ル ( 発明 ･ 発見と失敗の 歴史)

地 理

｢ 地図の 機能と活用｣ 単元における ｢ 空中写真 , 画像と地図｣ ･ ｢ 地形図を読む｣ と ｢ 地域を調 べ る｣ 単元 の

｢ 大都市｣ ｢ 農山村｣ ｢ 工 業都市｣ を解説するため の 資料として提案す る｡ 東京都の い く つ か の地域を素材と し,

地図画像 と立体地形C G 映像と実写画像の 組み合わせ によ っ て , 河川 ･ 地形 , 山村 ･ 農村 , 都市計画 と住宅, 都市

の 機能集積 , 海浜 ･ 港湾 , 等 々 の 地理的理解を促す資料を作 るこ とが で きる ｡

小 ･ 中学校の 社会科や総合学習資料 として も活用で きる内容にな っ て い る ｡

1 地図映像 ･ ヘ リ コ ブ タ ー 空撮映像 ･ コ ン ピ ュ ー タ グラ フ ィ ッ ク の組み合わせ に よ る 5 分程度の 資料 フ ァ イル

をたくさん用意す る
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1 . 1 世界 の 地形資料

平地と河川 山地 海洋等 の特色ある地形 と人間の 営み

1 . 2 世界 の 繋候 資料

気候特性を表わす映像と農業を中心 とす る人間の 営み

2 世界 の 料理資料

気候
･ 地形 ･ 文化に よる食材と料理 ･ 食事 の様子

3 地球環境の衛星分析画像など

4 具体的授業設定例 ｢ 神田川沿い を歩く｣

神田川 は, 東京都三鷹市 の井の 頭池を源とし, 両国橋付近で 隅田川に合流 して , 東京湾 へ 流れ込む小河川で

あ る｡ 神 田川 の 上流部の杉並 ･ 中野区で は住宅地とな っ て い るが , 中流部の 新宿区付近 になる と商業地区が ,

文京区付近で は工業地区や文教地区が見 られる ようになり, 下流部 の千代田区 で は業務地区が広が っ て い る｡

したが っ て神 田川沿岸を歩く ことに より, 日本の 首都として の 都市構造 の はぼ 全容を眺める こ とが できる ｡ ま

た , 沿岸には , 神田川が 形成した斜面や谷地な ど の微地形が多く残されて おり ,
こ れらが東京の都市構造に多

少の 影響を与え て い る こ とは い うま で もな い ｡

以上 の こ とか ら , 高等学校 ｢ 地理 A ｣ の な か の 都市構造の学習におい て , 神田川沿岸の 歩行に よ る実習が欠か

せ な い もの と思われる｡ い まま で の 高等学校の 地理 の 学習で は , 教室内に おける地図や写真な ど 2 次元で の 把握

･ 理解に よるもの が ほとん ど であ っ た .
一

方 で , 建築技術の 向上i , 都市 の 過密化 に より, 大都市の 内部で は建築

物の 高層化や地下の 利用が発達 し複雑化 して い る｡ よ っ て これからの都市構造の 学習に は ,
3 次元 に よる理解が

必要 で あると考えられる ｡ しか しなが ら現実の 学校教育の 範囲で は , 時間的な問題や引率な どの労力の 問題で ,

こ の ような学校外に お ける実習を実施す る機会を確保する こ とはか なり難 しい状況に ある ｡ そ こ で 本稿で は , 坐

徒が教室の 中で実習と同様の体験が で きるように , 近年発達の めざま しい コ ン ピ ュ
ー タ を用 い て , 神 田川沿岸の

景観 を現実 と同様に立体的に表現 できる教材の 開発を提案する ｡

ソ フ トを用い て生徒が行え る作業は , 以下 の 5 時限 に示すとおりで ある ｡

1 時限目は , 水源地で ある井 の 頭池付近の 景観観察で ある｡ 神 田川 の 谷 の 斜面 の林地が , 周囲の 武蔵野台地上

の住宅 ･ 商業地と谷底部の 公園を分け隔て て い る様子を立体的に描く ｡ 井 の 頭池 の起源が 分か る ように , 現在 は

消失 した谷頭部斜面の湧水を復元する ｡ こ の 湧水量の 消失以前の 年次別変化と , 周囲の 市街地化の 進展との 関係

を図示 し, 地下水量と地表被覆との 関係を学ばせ る ｡

2 時限目は , 杉並区和泉付近の 景観をとりあげる ｡ こ こ は, 台地上か ら斜面を下り, 神 臣= ll の 谷底 に 至るま で

住宅地が広が っ て い る . こ こ で は , 地形別の 地価や居住者の 所得 の デ
ー タを示 し比較 させ , 地形 (地盤の 強さ)

と住宅の 質 と の 関係を理解させ る ｡ ま た谷地に広い 敷地を持 つ 学校や グラ ウ ン ドが 分布す る理 由を考えさせ る｡

3 時限目は , 神田川の 支流 で ある妙正寺川および江古田川の 流量に つ い て , 平常時と増水時の 変化を体験 でき

るようにす る｡ こ の 2 つ の 川沿岸に は , 洪水時の調整池を兼ね た緑地が 1 箇所ず つ 存在す る｡ こ の ような調整池

の役割を理解 させ るた め に , 降水量 と河川の 流量 , それに伴う調整池の 貯水量を実際に値を用い て シ ュ ミ レ
ー

シ

ョ ン で きるように する ｡ ま た , 調整池が なか っ た場合の , 河川 の 周囲の 地域の 増水 (洪水) 時 の 状況を体験でき

るように し , 谷地お よび台地 とい っ た地形別の 洪水時の危険性を把握させ ,
2 時限目に学習した地価等との 関係

を理解させ る｡

4 時限目で は , 文京 ･ 新宿両区の 境界付近の 景観を観察させ る ｡ こ の 地域の 両岸に は , 出版
･ 印刷業を中心と

す る町工場が多く分布する｡ さき の 授業と同様に , 地形 ･ 地価と土地利用の 関係を考えさせ る ｡ 神 田川上に は首

都高速道路が建設されて い る ことか ら ,
立体的な構造を把握させ ,

な ぜ こ の ような土地利用が され て い る の か を

考察 させ る ｡ こ こ で は , 実際に歩い て い て 聞き取れるような , 印刷機や首都高速道路を走行す る自動車などの騒
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音を音声に組み込むム 1 日 の音量の 数値の 変化をグラフ で 示し, 騒音問題 に つ い て も関心を持たせ る ｡

5 時限目は , 神 田川と日本橋川の 分岐点に ある三崎清掃作業所か ら, 東京湾まで の 船旅を体験させ る ｡ こ れは ,

不燃 ゴミ の 輸送ル ー ト で あり, 現在神田川に残存する唯 一 の 水運で ある ｡ 船 は三 崎町を出て神田川を下り始め る

と , まもなくまわりを切り立 っ た崖 に挟まれ る｡ こ こ は, 1 6 20 年 に 江戸幕府に よ っ て駿河台が掘削さ れた部分で ,

台地上に は大学や病院な どが集積して い る ｡ 御茶ノ水駅を過ぎると台地は終了し , 利根川 (荒川) の 開析した沖

積低地となる ｡ 秋葉原の 電気街, 浅草橋の 問屋街を抜ける と, 隅 田川 に合流する ｡ 隅 田川 に入 ると, 右岸 には 日

本橋 の 町並み が望まれる｡･ ウ オ
ー タ ー フ ロ ント再開発が盛ん な佃付近か ら埋立地 へ と入る ｡ 河道幅はさらに広く

なり, 沿岸には大きな倉庫が分布し, 貨物船が 停泊 して い る｡ 東京湾に 入り , 現在もゴミを埋め立て て い る中央

防波垣外側埋立地が終点とな る ｡

小石川橋で分かれた日本橋川に つ い て も, 現在は見 られな い が , 神田川 と同様に船の 旅が楽しめ る ように す る

こ の 川は , 首都高速道路 に被覆され なが ら, 大手町や日本橋 とい っ た巨大高層 ビル の 並ぶ都心部を流れ, 豊海橋

で隅田川に合流する｡

神田川およ び日本橋川の 船旅に つ い て は , 現在だ けで なく , 過去 の 景観を学習でき る教材も用意する ｡ 江戸 ･

明治 ･ 大正 ･ 昭和初期 ･ 終戦直後な ど ,
い く つ か の 映像を同 じ船旅に より, 周囲の 景観の 変化を観察させ る ｡ 特

に 可動橋の勝開橋が大型船舶の 通過 に伴 っ て 動 い て い る様子を見せ た い ｡ こ れと首都高速道路の レイ ンボ
ー ブ リ

ッ ジ と比較する こと により, 橋梁 の 変化 に も注目させ る ｡ ま た駿河台の 開削に つ い て は , 原地形か ら現在 に至 る

ま で の , 地形変化の 様子を表す図を用意する ｡ こ の ように 過去の あ る時期を再現で きると , 歴史学習に も貢献す

る こ とがで きるだろう｡

以上 に 述 べ た ような ソ フ トを用意する こ と に より, 5 時限程度 で パ ソ コ ンを使用した, 生徒も楽しめ る東京の

野外実習を教室内で 実施で きる ｡ ま た ,
こ れを用い た教室 で の学習と , 現地 で の 野外実習と組み合わせ る と, 坐

徒 の 興味 ･ 関心 ･ 理解は
一

層深まるだろう｡

4 , 2 . 3 理 科

物理

生徒実験を支援するデジタル映像

一 昔の 伝わり方の 理解を深め る音 の視覚化 一

自然科学の 理解に は, 自然現象の 鋭い 観察 と目的意識を持 っ た生徒自 らの実験が 必要で ある ｡ 実験 の ため の 実

験を言わ れるままに行うの で は , 本来 の 目的は達成し得な い ｡ 生徒実験にと_
つ て 大切な こ とは ,

い か に目的意識

を持たせ て 実験に 臨ませ る こ とが できるか にか か っ て い る ｡

ま た
, 探究実験に よる理解をさ らに確か なもの とするた め に は, 初期 の 実験目的か ら ス テ ッ プ ア ッ プ した発展

的な実験も望まれる｡

あ る い は , 実験な し に 講義に より現象を理解させ る授業展開で は , もちろん現実の 現象を示し, い か に科学的

に こ れを解釈するかが大切な話題となる ｡

こ こ で は , 視覚化や測定が 困難な音の 伝わり方に関する現象として , 回折 , 干渉 , 定常波, ド ッ プ ラ
ー

効果に

つ い て , 実験や講義を支援す るデジタ ル映像を開発する ｡

1 音 が遅れて伝わ る現象

2 野外で の 音速測定

3 実験室内で の 音速測定

4 音 の 回折 ･

干渉
･

定常波の 視覚化
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5 身近な ド ッ プ ラ ー 効果 い ろ い ろ

6 ド ッ プ ラ
ー

効果 の視覚化

化学

コ ン テ ン ツ 1 : 分子運動 ･ 化学反応の ア ニ メ
ー

シ ョ ン の 作成

(立体的な運動を可能な限り立体的に モ デル化す. る)

コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム の ようにリ ア ルな動きの ある 3 次元的映像に より, 運動を分子運動や化学反応の イメ ー ジ

を育て る ｡

大きな ス ク リ ー ン に 投影 し, 生徒が原子 ･ 分子レ ベ ル の 大きさにな っ た ような空間の 体験が でき る疑似立体視

映像( 3 D 眼鏡な どを利用) を開発する ｡ 実験 に よ っ て は体験 できな い粒子の 運動概念や , 粒子 の 衝突 によ っ て起

こ る化学反応の メ カ ニ ズ ム の 理解 の 助けに なるような ア ニ メ
ー

シ ョ ン を制作する ｡ こ の コ ン テ ン ツ は高等学校の

化学教育に留ま らず , 中学校の 理科第 1 分野で の 状態変化 ･ 化学反応 , 小学校で の 水と空気の 違い な どにも応用

でき る｡

コ ン テ ン ツ 2 : 化学史 と世界史 との 関連を短くま とめた映像集の製作

化学史を学ぶ時に とかく知識の 羅列になりが ちな場面で , そ の歴史的な背景を含めて 説明するような映像集を

制作する ｡ 各法則に関し て 3 分程度の 短い コ ン テ ン ツ でま とめ る ｡

さ らに , 生物や家庭科な どとの 関連した , ク ロ ス カ リキ ュ ラ ム で使用す る映像 へ の 発展も考え られる｡

地学

実際の 地形 ･ 地質 の提示に 関して

地学的な見方や考え方を育て る際に , 教室内の 授業だけで は不十分で ある｡ 野外観察を行 っ て初め て 身に つ け

られ る こ とも多 い の で ある ｡ し か し , 授業 の 中 で何回も野外観察を行うこ と もで きな い し, 適切な露頭が 身近な

場所 に あるとも限らな い ｡ そ こ で野外観察を行うこ とが望ま しい地形
･ 地質 に つ い て , 高校地学の 内容に即して ,

生徒 に提示する こ とが で きる コ ン テ ン ツ を開発する こ とをめ ざす ｡

1 日本国内で の コ ン テ ン ツ

･ 川 の 上流か ら下流 へ の 地形や堆積物の 変化を調 べ る｡

- 地 形が 特徴的な部分の映像を集め , 河床断面図を対応させ て示す｡ そ の 際に , 堆積物の 変化に も留意する ｡ 教

科書 には , 天竜川の例が写真で 紹介されて い るが ,
日本国内の 1 ,

2 の 河川 に つ い て調 べ る｡

･ 堆積環境の わか る堆積構造が , ど の ように で きた の か を推定す る｡

- 例 え ば, 地層中に残されて い る漣痕と, 現在 の 波打ち際に形成される砂の模様とを比較 して み る｡

2 世界各地で の コ ン テ ン ツ

･ 世界 の 代表的な河川に つ い て , 川 の 上流か ら下流 へ の 地形や堆積物の 変化を調 べ る｡

- 一 般 に 日本 の 河川は滝の ようである と い う指摘があるが , 日本 の 映像との 比較を行う｡

･ 鍵層を使 っ て 地層 と対比を試み る ｡

- 遠く離れた地層を対比するの に は, 化石が用い られて い る｡ 実際に ア ン モ ナイ トを利用 して ,
イギリ ス の 地層

と日本 の地層の対比を行う ｡

4 , 2 . 4 芸 術

音楽
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1 . 作 曲理論や ア レ ン ジ の 実際に つ い て の 利用

2 年音楽の 授業で 行 っ て い る ア ンサ ン ブ ル ･ ア レ ン ジ の 授業に お い て

･ 地I D I 機器 ･ 譜面作成 ソ フ ト

･ 大型プ ロ ジ ュ ク ク
ー

等 の 機器を用い て , 生徒が具体例を耳と目 で確認 しなが ら, ア レ ン ジの 仕方を学ん

で い く ｡

黒板と ピアノだけで は どうしても , 実際 の 音 の イメ
ー ジを っ か み にくい が ,

上記 の 機器を用い ればい わゆ る

『音 の 出る楽譜』 で ,
ギ タ

ー や ドラ ム
,
ベ ー

ス と い っ た さま ざま な楽器の ア ン サ ン ブ ル を耳と目で , 分か りやす

く楽 しく学習で きる の で はな い かと思う｡ ま た , 機器が十分 に整え る こ とにより, 個別に ア レ ン ジ の 課題を学習

す るこ ともで きる｡

2 . C F 制作 と情報伝達の 役割 に つ い て の 学習

生徒が 実際にC F ( コ マ ー

シ ャ ル
･

フ イ ル ム) を制作する こ と に よ っ て , 映像 の デジタル編集の仕方と, 相手に

必要な情報を30 秒 と い う短い 時間に どれだ け効率良く伝達させ るか を考 え る｡

前任校の 授業で 使用して い た 8 ミ リ フ イ ル ム の デジタ ル版を制作す る｡

当時はタイ ム コ
ー ドや ア フ レ コ な どを使 っ た ビデオ編集 も, 最近 の環境な らば ,

DV を 使 っ た ノ ン リ ニ ア編集 で

簡単に で きて しまう｡ 音楽杵 と い うよりは マ ル チメ ディ ア的な内容と思うが , 実際 に制作を体験して み る こ と で ,

情報伝達の方法や意義, 技術な どを学ぶ こ とができ , マ ス メ ディ ア に対 して , 能動的な態度が身に付くもの と考

え る｡

美術

｢ 鑑賞 の 授業｣ を支援するデジタル化教材の 開発

新学習指導要領 より重視される , 鑑賞 の授業をやりやすくするた め の 教材として提案する ｡ そもそ も鑑賞の 授

業は , 用意する資料やわかりやすい 資料が手 に入りにくい こ とか ら, 敬遠されて きた傾 向が ある｡ ま た , 画集 も

同
一

作家 の も の は
一

冊 に まとめ られて い るが , 作家を横断的に紹介 しよ うとす ると準備が と て も大変で あ っ た ｡

必要な作品を作家別, 時代別 ,
テ ー

マ 別, 各国 の 時代 ごと社会状況に整理 した画像や映像が パ ッ ケ
ー ジさ れた デ

ー タ ベ - ス を用意する ことに より, 鑑賞 の授業が教員に と っ て は と て もやりや すくな る.

書道

運筆時の 姿勢 ･ 執筆及び速度 ･ 筆圧に関す る資料

毛筆に よる臨書学習で は , 通常, 古典 の 写真図版を教材に学習活動が 行われるが , 図版か らはそ の時構を つ か

む ことは でき て も運筆過程の 特徴を把握す るこ とは難 し い ｡ そ こ で , 運筆時の 姿勢 ･ 執筆をデ ジタ ル化す るとと

もに , 速度 ･ 筆圧 の変化を時間経過を追 っ て把握す るこ とに よ っ て , 運動 の リ ズ ム と で きあが る文字形象 との 関

連を理解する ｡

･

指導者が実際に書い て い る姿 を撮影する｡ 筆 の動き , 辛, 肘 , 肩や身体の 重心の 移動を抽象化し取り出して

映像化 ｡

･ 運筆時の 速度及び筆圧の 変化を測定 しグラ フ化 ｡ 文字 の 形象との 関連を提示｡
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4 . 2 . 5 保健体育

柔道 の投げ技指導にお ける資料 の デジタル化

投 げ技指導に 関し て デジタ ル処理を施された画像を用い る こ と によ っ て , 細部 に わ たる技の ポイ ントの 確認と

把握 ｡ ま たは , 多方面か らの 同
一 的視点で 技を観察するこ とが でき , 初心者が短時間で視覚的に 技を理解で きる｡

投げ技の 分類に より技を精選する｡

･ 手技

･ 腰技

･ 足技

それぞれ 3 ･ 4 種選び撮影 ,
コ ン ピ ュ ー タ処理を施す｡

4 . 2 . 6 家 庭

1 食物領域

･ 調 理実習

たとえば
, 包丁 の 種類 , 切り方, 飾り切りの 例 ,

調 理 の 手順 ( 3 分 ク ッ キ ングの ようなもの) を映像化 した もの

･

食文化

昆布 ロ ー ド, 京都 の お ばん ざい料理 など , 郷土料理 な ど に 関する映像

･ 食生活と環境

エ ビの 乱獲に よる環境破壊 , ヤ シ油をと るた め の 森林伐採 , 環境ホル モ ン の現状

･ 高齢者と食生活

同じ材料 で高齢者向けと , 若者向けの 食事の 違い

2 被服領域

･ 被服制作

被服制作時の 要点 , 採寸 の 方法, 地直しの方法 , 型紙 の 置き方

動作とゆ とり

･

被服材料

天然繊維の 見本映像 , 合成繊維の 見本映像 ,

･ 被服と環境

衣服の リサイ ク ル の 現状 ( 苦か らの 知恵, 現在 の取り組み)

･ 被服整理

洗濯の しくみ

3 住生活領域

･

高齢者と住居

高齢者の ため に工夫 された住宅の例

･ 人間とすま い

気候風土 と住居の特徴
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4 家族

･ 家族と社会

障害者や , 高齢者の ため の ユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン の も の

5 保育

･ 乳幼児の 発達 と保育

月齢 と発達の 特徴

･ 集団保育

集団保育で の 子どもの 様子

5 . お わ り に

か つ て
,
生徒 に と っ て も教員に と っ て も, コ ン ビ

_
ユ

ー

タ 室は遠い 開かずの 間 であ っ た ｡ い ま, コ ン ピ ュ ー タ は

マ ル チメディ ア 化, ネ ッ ト ワ
ー ク 化し , 普通 の 人 の 普通の 道具 にな っ た ｡

そ の コ ン ピ ュ ー タ で ど んな教科教育が

で きる の か を考え る の は, ナ ン セ ン ス である ｡ 教員が本当に伝え た い こ とを い か にして 生徒に 伝え るか を考え て

い けば, そ の い く つ か は, コ ン ピ ュ ー タ やネ ッ ト ワ ー クが 解決 し て くれる で あろう｡ こ の 便利な道具が , 誰もが

自由に使え る環境 に あれば , 教科教育の 問題点を解決するた め に , 教員 の 手 は自然に コ ン ピ ュ
ー タ に 伸び る に違

い な い
｡

情報教育の ため の 情報教育で はなく, あらゆる教科科目や学校生活全般 で の で の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の

活用 こそが , 本当に身に つ く情報数育とな る に 違 い な い ｡ ま た , そ の ような活用が 新しい 教科教育の道を開くに

違 い な い ｡
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